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1.研究の目標と内容

｢ドイツ産業革命以降の生活改革運動とその文化的影響に関する総合的研究｣は､ ドイ

ツ近代史､特に文化史の研究分野に属するものである｡ドイツ近代の文化史研究と言うと､

これまで主にヴァイマール時代の文化を中心に行われてきたが､そのヴァイマール文化を

準備したとも言える生活改革運動に関してはこれまでほとんど学問的に論じられたことが

ない｡というのもドイツ文化史の研究は従来芸術および政治の次元をあまり離れることな

く行われてきたからである｡しかし文化史はもっと下部構造と近い領域の問題に関しても

論じられる必要がある｡ドイツの生活改革運動は､19世紀後半に急激に進行した産業革命

によって生じた社会の歪みを是正する試みであり､それは住宅改革､土地改革､田園都市

運動､菜食主義運動､裸体運動､芸術教育運動､衣服改革､女性運動等々の様々な社会改

革運動を総括的に含んでいる｡それは近代を迎える過渡的な試練の過程で起こったものだ

が､その理念の源流は実はヨーロッパの伝統的なユー トピア思想にあるOよってこれらの

生活改革運動の歴史を全般的に研究することにより､ルネサンス時代から始まりヴァイマ

ール時代のモダニズムへと至るヨーロッパ､特にドイツの社会改革思想の脈流について考

察することが本研究の目標である｡具体的な研究内容に関して言えば､1)まずドイツに

おける生活改革運動の様々を紹介すること､2)その中心的課題である住宅改革の歴史に

焦点を当てること､3)さらにあらゆる生惰改革運動の理念が結実する場所と言われた田

園都市建設運動を検証することが必要であった｡よって以下では､その3点を中心とした

研究成果の紹介を行っている｡

2.ドイツ世紀転換財の生活改革運動

2-1.背景

イギリスより約半世紀遅れて産業革命が始まったドイツは､19世紀の半ばに急激な経済

成長期を迎えた｡それに伴い多くの社会問題が発生したが､特に深刻な問題となったのが

人口の農村離脱と都市への流入である｡人口の自然増及び行政区改正の結果も影響して､

19世紀半ばから後半にかけて ドイツ国内では都市人口の急激な増加が起きている｡ある統

計によると､人口10万を超えるドイツの大都市数は 1850年の2から1904年の41に､lま

た全人口に占める大都市人口の割合は 1871年の 4,80/.から1910年には 21,3%に増加して

いるO-方人口2干以下の地域に住む住民は1871年の64%から1910年には40%に減少し､

2人口の流入したベルリンでは 1907年の住民中､ベルリン生まれの者は40,5%に過ぎなか

ったという｡3都市は構造改革を必要としていたが､邦国の王都か重商主義の都でもない限

り町はほぼ中世時代のままで､それらの都市でも公共建築物の整備に比べて住宅建築は大

IKrabbe,WolfgangR,GesellschaftsanderungdurchLebensreform･G6ttingen,1974,p･16･

2Linse,tnrich,OkopaxundAn archie.M血chen,1986,p.14f. ,

3ibid･,p･15･
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きく立ち後れていた｡急激な地価の高騰を反映して4大都市には 〃賃貸兵舎刀と呼ばれる高

層の粗悪な団地アパートが多く出現するようになるOこれらの住居は狭い上に下宿人を置

かなくては支払いが国華なほど家賃が高く､1880年のベルリンでは22%の住居に下宿人や

同居人が居たという｡一つの部屋に6人以上が寝起きすることも珍しいことではなかった｡
5

"賃貸兵舎/Jァパートの内部(1908)

ベルリンのアパート街 (1900頃)

国の経済発展と中産階級の成長の裏側で "大衆貧窮"が進行していた｡人口の流出した

農村部では十分な労働市場を提供する経済活動が困難になる一方で､大都市では過密人口

による都市間題が深刻化してゆく｡不衛生で劣悪な住環境と食生活の変化による疾病が増l
加し､犯罪率の上昇や性道徳の低下など､労働者階級の "粗暴化"も顕著になってくる｡

都市には "水頭症"〝文化のペスト腺種""牢獄"といった汚名が着せられ､ 6大都市嫌悪の

風潮は工業化批判や工業化を推進した学問に対する批判と結びつき､文化ペシミズムとな

って社会全体に鉱がっていった｡

19世紀後半に始まったドイツの生活改革運動(Lebensrefombewegungen)はそのような背

景のもと､1880年頃から社会的広がりを見せるようになる.それは住宅改革､土地改革､

入植運動､菜食主義､自然療法､裸体運動､芸術教育運動､禁酒運動､衣服改革､女性運

動､婚姻生活改革､表現ダンスなど様々な状況改善の試みの総称で､その共通の目標は､

農村に人口を還元して産業革命以前にあったとぎれる社会的調和を取り戻し､自然と結び

ついた生活を送ることにより産業の機械化によって低下した人間の価値を回復することで

あった｡

そしてこれらの様々な生活改革思想が最も確実かつ有益に結実する場所として､後に田園

都市の構想が生まれることになるが､まず以下において､代表的な生活改革運動の中から

菜食主義運動､禁酒運動､裸体運動､芸術教育運動､土地改革運動､そして入植運動を紹

介し､その連関を把撞しながら田園都市運動への流れを追ってみたい｡

2-2. 菜食主義運動

4 1860年代から90年代にかけてのベルリンの地価は30倍にもなっている.Krabbe,ibid.,p.17

5ibid"p･21fl

6ibid･,p･14f･;Fritsch,Theodor,DieStadtderZukunft･Leipzig,1896,p･5･
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菜食主義は生活改革運動の中でも最も古い歴史を持つものである｡西洋においてヴェジ

クリアンの祖と呼ばれているのは実は数学者のピタゴラス(A.D.580-500)で､彼の菜食の

思想は古代エジプトの宗教とゾロアスター教の影響下にあると言われている｡"ピタゴラ

スの教え(pythagoraismus/pytahgoraischeLehre)"という言葉は1850年代に'■VegetariamismHと

いう用語が定着するまで α菜食主義"と同義であった｡ 7近代の菜食主義は､食生活の変化

による疾患克服のための食養成という側面も当然持ち合わせてはいるが､その理念は古代

の菜食主義と同様宗教に根ざしており､17､1名世紀のプロテスタント宗派が厳格な聖書解

釈によって楽園追放以前の菜食生活を再発見したことに始まっているO菜食主義は次第に

アングロサクソンの文化圏､特にセヴンスデイ ･アドヴェンテイストや長老派､クェ-カ

ー教徒等の間で広まっていった｡最初の菜食主義協会がイギリスに誕生したのは1糾7年で､

長老派の生理学者シルヴェスター ･グラハム(SylvesterGraham)が創案したグラハム ･ブレ

ッドやセヴンスデイ ･アドヴェンテイスの医学博士ジョン.バーヴェイ ･ケロッグ(John

HaJVeyKellogg)によるシリアル食品等､この頃の産物である健康食品は少なくない.『生活

改革による社会変革GesellschaRsanderungdurchLebensreform』(1974)の著者､クラツベによ

ると､ピタゴラス時代の菜食主義と近代の菜食主義の相違点は倫理的基準に加えて栄養学

的な観点が備わっているかどうかにあるのではなく､時代の要請によって組織的運動にな

り得たかどうかにあるという｡8 1
ドイツにおける菜食主義運動の特徴は､牽引役となったのが3月革命の闘士達であった

ことである｡ルソーの影響を強く受けたグスタフ ･フォン ･シュトル-ヴェ(Gustavvon

Struve,1805-1870)やフランクフルト憲法制定会議の民主派議貞だったエドゥアルト･パル

ツアー(EduardBaltzer,1814-1887)等で､彼等は1848年の革命挫折の後､生活改革に政治活

動の代替物を求めたと言われており､ 9それぞれ菜食主義協会を設立し､著作活動10を通し

て菜食主義理論の確立に努めた｡特にドイツ菜食主義運動最大の理論家であり自由教会派

の牧師でもあったパルツアーは､人類が果実を主食とすべく創造されたという教義を説き､

自然との調和という観点からあらゆる殺生を禁じて家畜を使用しない農業と動物愛護を奨

励した｡精神と魂の器である肉体をいかにして清浄に保つかという問題だった菜食主義は､

次第に自然環境を視野に入れた世界観的な広がりを持つようになる｡パルツアーの教えに

よれば菜食主義とは個々人の内面において自然との近縁性を高める抽象的なユートピアで

あると同時に社会的な改革でもあり､菜食主義者達はこの運動があらゆる生活改革の中で

最も高次で徹底した段階であるという自負を持っていた｡ llその後パルツアーの影響を受

け､菜食と動物保護による生態平和の福音を説く説教師達が現れるようになる｡『新しい信

7Baumgartner,Judith,Em幻lrungSrefbrm-An twortauflndustrialisierungund
Ernahrungswandel.Frankfurta.M.,1992,p.93.

8Krabbe,ibid"p.51.
9ibid.,p.57;Baumgartner,ibid.,p.94.
10]〕al2;er,Eduard,DienattirlicheLebensweise,4Bde.,Nordhausen,1867-1872.
Struve,Gustavvon,Pflan2;enkost:dieGrundlageeinerneuenWeltanschauung,
Stuttgart,1869.

llErabbe,ibid.,p.48.
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仰PeuerGlaube)』(1895)を出版し､H･ヘッセに影響を与えたと言われている12シュヴァ

-ベンの思索家クリスティアン･ヴァ-グナ-(Christian Wagner)や､モンテ ･ヴェリタの

アウトサイダー的求道者ダスト グレーザー(GustoGraser,1879-1958)13等､"自然食運動の

使徒(Kohlrabi-Apostel)"と呼ばれる探求者達である｡また､当時はいわゆる "疑似宗教の

インフレ時代"でもあった｡東洋思想やカバラの影響を受けた神智学やゾロアスター教の

再興運動であったマズダ教等も菜食 ･禁酒 ･動物愛護を奨励しており､入管学のR･シュ

タイナーも穀物を中心とした食事と環境平和的農業を推進しようとしていた｡ 14

人間らしい理性的な生活と自然の法則に即した経済活動の探求は､当時影響力を持って

いたダーヴイニズムとも矛盾しないものだった｡菜食主義は反近代主義者のみならず進歩

主義者達にも受け入れられるようになり､1892年には ｢ドイツ菜食主義同盟Peutscher

vegetarierbund)｣が個々の地方組織をまとめて全ドイツ的組織となる｡その翌年スイスに誕

生した菜食主義者の入植協同組合 ｢ハイムガルテン｣や､ベルリン郊外にできたドイツ最

初の入植運動 ｢果樹園コロニ- ･エデン｣､またシュタイナーやヘッセ等が集ったアスコー

ナのモンテ ･ヴェリタ､フリードリヒスハ-ゲンの文学サークルから生まれた ｢新共同体

peueGemeinschaft)｣等はみな菜食主義を信条としていた｡そして後述するように､｢ドイ

ツ田園都市協会｣は主にこの ｢新共同体｣の理想主義者達によって創設されるのである｡

第一次大戦後はしかし多くの生活改革運動が影響力を失い､菜食主義運動も下火になっ

てゆく｡エデンとモンテ･ヴェリタを除くと当時のコロニーはすべて1920年頃までに経営

難による破綻を迎えた｡が､革命時の民主派が推進した菜食主義運動はそもそもロマン主

義と革新的な敬度主義という二つのドイツ的伝統に立脚したものであり､地上における千

年王国的ヴィジョンの世俗化された形態はその後も様々な形で顕れることになる｡例えば

指導者待望の心理は 〃自然食運動の使徒"達によって第一次世界大戦を越えて担われてい

き､ 15菜食主義運動は70年代に入って新たなエコロジー運動として再生する｡また､革新

的な理想の実現に向かうドイツ的伝統の力を､我々は現在も ｢緑の党｣のようなオールタ

ナテイヴ運動に窺うことができるのである｡ √

2-3. 禁酒運動

後述するような "大都市脱出"や菜食主義のようなイデオロギー変革を伴わずして生活

改善を可能にする方法として､禁酒運動は重要な生活改革運動の-つであったO原理吋な

源は菜食主義と同じく清教徒吋禁欲主義にあり､1§26年ボストンでの節酒協会設立以来､

運動はプロテスタント圏内を中心としたヨーロッパに拡大していった｡教会主導型であっ

た当初の運動に代わって学問的見地に基づいた近代的禁酒主義が登場してきたのは､飲酒

12Lhse,ibid･,p･63£
13Linse,Urlich,BarW igeProiTeten:Er16serderzwanzigerJahre.Berlin,1983,p･68ff･

14Baumgartner,ibid･,p･74,91･

15Linse,Urlich,BarW igeProfTeten二Er16serderzwanzlgerJahre.Berlin,1983･
Hesse,Hermam,DieMorgenlandfihrl,inHermannHesse,GesammelteWerke,Bd.8,Frahkfurta･
M.1970.
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の習慣が産業化社会の諸問題を反映して変化していった1880年代半ばのことである｡当時

アルコール受容の中心が以前の火酒から瓶入りピールに移り､ビールの消費量が半世紀の

聞ほぼ3倍に増加するという変化が起きていた｡醸造業の大規模化が大量消費を可能にし､

北ドイツ同盟における職業の自由化によって酒場の数とリキュール類の消費量も同時に増

えている｡ 16社会には代替となる娯楽が少なく､労働者にとって酒場以外に社交の場を兄

いだすことは困難であった｡アルコール問題は大都市間題とも密接に結びついていたので

ある｡ ドイツにおける近代的禁酒運動の中心となった団体､｢ドイツ暴飲対策協会

(DeutscherVerein gegen den MiJ3brauch geistigerGetranke)｣､ ｢青 十 字節 酒協会

(MaDigkeitsvereindesBlauenKrelReS)｣､｢国際禁酒協会 ドイツ支部(hternational Orderof

GoodTemplars)｣等は､以下のような国民経済上 ･公衆衛生上の4つの見地から､禁酒 ･

節酒運動を展開してゆく｡

1. 生理学的見地 :飲酒は体質の弱体化をもたらす｡

2.人種主義的衛生学的見地 :飲酒は遺伝的疾患をもたらす｡

3.国民経済的見地 :健康で屈強な国民のみが国際的競争に勝ち得る｡

4.心理学的見地 :飲酒をしない者の方が､生活と労働に対して建設的である｡ 17

ドイツにおけるダーヴイニズムの提唱者であるエルンスト へヅケル(EmstHaeckel)も所

属していた ｢ドイツ暴飲対策協会｣は､教育､栄養問題､住宅問題等､その他の生活改革

の分野と関連した節酒啓蒙活動を行い､アルコール中毒矯正施設や娯楽施設の建設といっ､

た淘実的なプログラムにより持続的な禁酒の定着を狙った｡1902年､協会は下部組織にあ

たる ｢ドイツ居酒屋改革協会 peutscherVerein鈷 Gasthausrefbm)｣を設立し､娯楽施設を

公有化してその領域からアルコールを遠ざけ､喫茶店やアルコールを置かない飲食店を増

やし､さらには都市に図書室や談話室を設置するなどの運動を展開している｡ 18この頃か

らドイツにおける禁酒運動は労働運動や社会民主主義運動､芸術教育運動や青年運動等と

関わる広がりを持つようになるのである｡

社会民主党の代表として 1919年オーストリア首相に､さらに後年は連邦大統領になるカ

ール･レナ-(KarlRenner,1870-1950)は､1905年に誕生したプロレタリア的旅行クラブ ｢自

然友の会 PieNatLH%eunde)｣の創立メンバーであるが､後年この運動を回顧して次のよう

に語っている｡｢プロレタリアは(…)自然からも締め出されていた｡(‥.)夜は外気も入らず寒

もささないあばら屋に押し込められ､昼は産業監督官の日もめったに届かない工場や作業

場に集められるプロレタリアが､途中の休憩時間に頼みにするものといえば､居酒屋の小

部屋であり､アルコールという慰めだった｡プロレタリアにとっては自然を､つまり力と

美の無尽蔵の源泉を持つ自然を､人間の精神によって徐々に秘密を暴かれてきた驚くべき

法則を持つ自然を､奪い返すことも重要なことたったのだ｡｣ -9ァルコールを手にする代わ

りに ｢自然の中に出てゆく｣ことを労働者に勧奨した ｢自然友の会｣の自然への信頼を裏

打ちしていたのは､ブルジョワ的なヴァンダーフォーゲルや民族的な郷土保護運動におけ

16Baun gartner,ibid･,p･98f･
17Krabbe,ibid･,p･38･
1gibid.,p.41ff･;Baumgaher,ibid･,p･100･
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るような新ロマン主義よりもむしろ世俗化されたダーヴイニズムの進歩思想だった｡レナ

-は社会民主主義の観点から､多種多様なプロレタリア文化団体の擁護者となる｡

青年層のための啓蒙活動を展開したのは ｢国際禁酒協会｣である｡ 20社会制度としての

アルコール消費に着冒したこの団体は､青年組織を形成 して若年層を早くから啓蒙するこ

とでアルコール依存の潜在的可能性を最小限に止めようとした｡1888年以来労働者や手工

業者､学生や高校生に対する活動を行い､1914年には 1800の支部に6万の会員､600の青

年組織に3万の会員を有し､ ドイツ最大の禁酒運動団体となっている｡後述する芸術教育

運動の雑誌 ｢芸術の番人(Kunstwart)｣及びその活動団体である ｢デューラー同盟｣も禁酒

を支持していた｡

田園都市のアルコール対策は ｢ドイツ田園都市協会｣のプログラムにはっきりと明示さ

れているoイギリス式一戸建て住宅の建設は換気や採光に気を配った住宅改善を可能にし､

各戸に設置された庭は余暇を自宅で過ごす可能性を生み､情操面での生活改善に役立つは

ずであった｡酒場の数を制限して飲酒を抑制し､コンサー トホールや図書館の建設によっ

て芸術教育を行うこともその重要な目標の一つであった｡ 21現に田園都市へレラウに居酒

屋と呼ばれ得るものは一件 しかない｡

2-4.裸体運動 .

裸体運動は 1854年､スイスの自然療法医アルノル ト･リクリ(AmoldRikli)が自分の療

養施設に設けた日光浴場から派生したと言われている｡以降､自然療法及び菜食主義の広

まりと共に日光 ･空気浴場も流行 し､同時に裸体運動も社会に広まっていった｡それは健

康上の運動であると同時に肉体的なものに対する過少評価や蓋恥心を克服して肉体と精神

の調和のとれた発達を目指す社会運動でもあり､その理念は当然ヴァンダーフォーゲルの

ような青年運動や表現ダンス運動等と通底するものである｡

裸体運動の代表的推進者として挙げられるのは､ヨハネス ･グットツアイ ト(Johannes

Guttzeit),リヒヤル ト･ウンゲヴイツタ-(RichardUngewitter),ハインリヒ ･プ- ドア

(HeimichPudor), 画家のカール ･ヴイルヘルム ･ディーフェンバ ッハ匹arlWimelm

Diefenbach)とその弟子フィー ドウス伊idus,1868-1948)等で､特に裸体を多く描いたフィー

ドウスの作品は有名であるCが､これらの運動家は実によく活字を利用 して観念的な啓蒙

活動を行っていた｡中でも重要なのは雑誌 ｢力と美(払aftundSch6nheit)｣(1901)の創刊で

あり､それは ｢ドイツ理性的休力増進協会(DeutschenVerein蝕rvem屯nfhgeK6rperzucht)｣の

ための機関誌の役割を果たした｡協会は後にハンブルクやフランクフル トにも支部を持ち､

名誉会員に ドイツ参謀総長のフォン ･モル トケを擁する ｢ドイツ身体文化協会(Ⅵ汀einfar

K6rperkultur)｣となる｡ 22

19Linse,OkopaxundAnaTChie.p150.
20Krabbe,ibid･,p.45f.
21schollmeier,Axel,GartenstadteinDeutschland･Mtinster,1988,p･68･
22ibid･,p･94･
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ヌーディスト達は多くが菜食主義者でもあり､いわゆる "自然食運動の使徒"達であっ

た.特に雑誌 ｢新しき人間PerneueMensch)｣の編集に加わっていたヨハネス ･グットツ

ァイトは菜食主義グループ ｢ピタゴラス同盟(Pythagoraerbund)｣(1884)を設立し､｢自然の

伝道者Paturprediger)｣を自認していた｡チュニカと呼ばれる長衣を身に纏い､新たな倫理

観を説く予言者然とした彼等は文学者達の関心を引く｡フィードウスと同様フリードリヒ

スハ - ゲ ン文 学 サ ー クル に関 わ った ゲ アハ ル ト ･ハ ウ プ トマ ン(Gerhart

Hauptmam,186211946)は､グットツアイトをモデルにした短編｢使徒PerApostel)｣(1890)

の中で倫理的菜食主義を唱えながら日光による裸体の浄化と解放を信じる若き宗教家を描

き出しているo自らが救世主だという幻想に取り付かれた求道者のモチーフは､後年 ｢愚

かなるキリスト者エマヌエル ･クヴイントPerNarrinChristoEmanuelQuint)J(1910)へと

発展することになる｡また､トーマス ･マンの ｢予言者の家で(BeimPropheten)｣(1904)に

登場するのは好奇心と暇を持て余した都会のインテリ達に救済の教えを説く尊大な説教師

達だ｡ミュンヒェンのルードヴィヒ･デルレートO.udwigDerleth)がモデルであると言われ

ているこの短編は､当時の "賃貸兵舎"内の狭苦しい住居の様子も巧みに描写している｡

同じくマンの ｢神の剣(GlaudiusDei)｣(1904)や､アスコーナのグスト･グレーザーを登場

人物の雛形とするヘッセの｢東方巡礼 (DieMorgenlan曲 叫)｣(1932)等､世紀転換期の"イ

ンフレ聖者達"や千年王国への憧懐を題材にした文学作品は多い｡作家達も ｢黙示録的な
1

興奮状態｣ 23を共有していたのである｡

ディー7エン バ ッハ

(1851-1913)とフィー

ドウス (1868-1948)

(1888頃)

｢空気 ･日光･太陽浴を/｣

7イードゥスの素描(1901)

裸体主義者の雑誌 として次に挙げるべ きは､ハインリヒ ･プ- ドアPeinriCh

pudor,1865-1941)の ｢美 (DieSch6nheit)｣(1903)である｡官能に対する健全な思考の滴蓑

を目的としていたこの雑誌は､ナチスの芸術に関するイデオロギーを準備することになる

24ヵ-ル ･ハインリヒ ･シュ トラッツ(CarlHeimichStrat2:)の 『女性の人種美 (Die

Rassensch6nheitdesWeibes)』 (1901)やバ ウル ･シュル ツェーナ ウムブル ク(paul

schulze-Naumburg)の 『婦人服の基礎としての女性の身体文化PieKulturdesweiblichen

23Linse,BarfaBigeProfTeten,p･28･
24副島美由紀 ｢近代 《病理》のイコノグラフィー｣血:小樽商科大学 『人文研究』第 91韓,1996,
p.189-194,
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K6rpersalsGr皿dlagederFrauenKleidung)』(1902)といった著書を高く評価していた025その

後プ-ドアの思想は肉体の解放といった側面から肉体的な克己による人格形成といった教

育的側面に重心を移していく｡ 26

1910年､へレラウの建築 ･芸術監督委員会は､コミュニティが推進すべき芸術としてダ

ンスを選び､リズムと音楽による新たな身体教育プログラムを持っていたダルクローズ学

校を誘致する｡この新しい共同体は恐らくプ-ドアにとって理想的な活動の場であったろ

う.へ レラウ移住後､彼は ｢美｣に関わっていたブルーノ ･タンツマ ン@runo

TanzmarLn,1878-1939)と共に ｢ハーケンクロイツ出版社｣を設立し､民族的思想の普及に努

めることになる｡ 27タンツマンは芸術教育家フェルデイナンド･アヴェナ-リウスに詩作

を認められて活動を開始した作家で､やはり民族主義的教育に関心を持っていた｡そして

20年代初めに農業学校を設立して文字通り"血と大地"のイデオローグとなるのである｡

28田園都市における人種的対立の種は早くから蒔かれていた｡

へレラウ,ダルクEl-ズ学校

の日光浴場

へレラウのリトミック体操

第一次世界大戦後､裸体運動packkultur)はある種のいかがわしいイメージを払拭する

ためヌーデイズムOIreik6rperkultur)と名前を変えて復活する.そして公営のスポーツ施設

や体育大学を生み出してゆく大きな身体文化の流れに合流してゆくのである｡その意味で

裸体運動は生活改革運動の中で最も広範な効果をあげた運動だと言えよう｡ハリー ･ケス

ラー伯爵の有名な日記の中から1930年の記述を引用してみよう｡彼はある日外務次官に連

れられてベルリンの体育大学を見学に行く｡後にベルリン･オリンピックを指揮するカー

ル･ディーム博士が 1920年に設立した学校である｡その時の印象を彼は次のように記して

いる.｢広々した校内には陽光が燦々と降り注ぎ､各種のスポーツの練習に励む殆ど裸体に

近い若者達の活気がみなぎっていた｡その明るい光と暖かく香しい空気に包まれての印象

はまさにギリシャ的であった｡仁)裸体､光､空気､そして誤った蓋恥心や給麗事なしに､

生を､肉体的完全を､感覚を讃える生き方｡現代の若者にあって､肉体が､肉体にまつわ

る現実が､この運動の波に従っている様子は驚嘆すべきことでもある｡今日の若者達は戦

前の若者達と歓べるとなんと美しいのだろう｡人々が裸体で歩くことを恥ずかしがらなく

25DieSch6nl1eit,18,BaIlqHeft3,p.49;Krabbe,ibid.,p.95.
26hdor,Heimich,ErziehmgoheBticher,in:DieSch6nheit,18･Band,HeR3,p37-391
27sarfert,Han g-Jtirgen,Hellerau:DieGartenstadtundK血stlerkolomie･Dresden,1992,p･91.
2台Fasshauer,Michael,DasPhanomenHeuerau:DieGeschichtederGartenstadt.Dresden,1997,p･256･
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なって以来､民族の肉体は花と開いたのだ｡｣29

生活改革運動が本来の政治性的急進性を発揮することなく政治に手なずけられていった

というウルリヒ ･リンゼの見解30は正しいだろう｡が､労働者のための都市計画の重要性

を説いた建築家のオットー ･マルヒ(OttoMarch)の ｢彼等の栄養カと防衛力は国家の関心事

である｣31という発言にも表れているように､生活改革運動の思想自体に社会ダーヴイニ

ズムもしくは富国強兵の理念に転化 してゆく要素が内在していたことも､見逃 してはなら

ない事実である｡

2_5. 芸術教育運動

産業化社会がもたらした文化ペシミズムを乗 り越えて国民が健全な理想主義的感情を取

り戻すためには､何らかの精神的改革が必要であった｡菜食主義の世界観や新 しい身体文

化の創出等 と並んで､芸術教育家達も新たな情操教育の必要性を説いた｡学問や科学にお

ける分析主義的細分化や合理的概念的主知主義に対し､芸術の分野で最初に批判の声を上

げたのは､ユリウス･アウグスト ラングベーン(JuliusAn gustLangbeh,1851-1907)である｡

彼は著書 『教育者としてのレンブラント(RembrandtalsErzieher)』(1890)32においてフレンブ

ラントの絵画に見 られる光の明暗に象徴されるような内面的な非合理性を芸術の本質と見

なし､個人存在の内実を表現するための芸術教育の必要性を説いた｡しかし彼の称揚する

｢ドイツ精神の原則としての個人主義｣が､それを統合して一つの壮大な文化に作 り1げ

るための基盤として考えられていたことは､まさに当時の社会心理の反映であると言えよ

う｡ ドイツは国民の一体化を可能にする文化的スタイル､特に民族的な秤を必要としてい

た.ラングベーンの著作の影響は大きく､それは ｢新たな芸術時代の到来を宣言した｣33と

まで言われている｡生活改革運動における芸術への希求は､この時思想的な支柱を得て現

実的広がりを見せるようになる｡

例えば入植運動の草分けは､実はラングベーンの影響を受けたとされるヴオルブスヴェ

-デの芸術家達であると言われているが､34芸術教育は入植運動にとって最初から不可欠

な要素であった｡この頃イギリスでは手仕事の有する人間形成的意義によって労働と生活

と芸術の調和を目指したアーツ ･アンド･クラフツ運動が興っていたが､その影響もあっ

て ドイツにおける芸術教育運動も労働者を含めた国民全体を対象としたものだった｡リヒ

ヤル ト･ヴァ-グナ-の甥で作家のフェルデイナン ド･アヴェナ- リウス(Ferdinand

Avenarius,1856-1923)は ｢芸術の番人畔unstwart)｣(1887)を創刊 して安価な芸術出版物を多 く

発行し､芸術運動組織 ｢デューラー同盟pむerbund)｣(1903)を興 している｡｢デューラー

同盟｣は郷土芸術運動の最も重要な発言者となった｡彼が支援 した若き芸術家達の中には

ゴットフリー ト･ケラーやヴイルヘルム ･ラーベ､マックス ･クリンガ-やフーゴ ･ヴオ

29GrafKessler,Harry,Tagebticher1918-1937･Frankfurta･M･1996･p･674･
30Linse,okopaxundAn archie.p.20･
3lHartma-,Ⅹristiana,DeutscheGartenstadtbewegung.丸触lChen,1976,p･16･
32Langbehn,Jtllius,RembrandtalsErzieher.(61-66.Au舶ge)Leipzig,1925,p.48.
33Hartmam,ibid.,p.16･

34Kr正ckemeyer,ibid.,p.30.
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ルフ等がいる｡オーストリアの教育者ユリウス･ライシング(JuliusLeisching)もやはり1887

年､ハイキング ･サークルから発展 した芸術活動グループ､｢ウィーン芸術友の会Pie

Gesellscha氏derWienerKunstfreunde)｣を作っている｡身体文化に基づいた情操教育の一例

である｡

教師を主体とした組織的運動へと芸術教育運動を拡大し､学校教育の場に浸透させたの

がハンブルク美術館の初代館長アルフレー ト･リヒトヴァルク(AlfredLichtwalk,1852-

1914)である｡彼は 1896年 ｢学校における芸術教育促進教員連盟PieHamburger

LehrervereinigungzurPflegederhinstleriSchenBildungindenSchulen)｣を組織し､｢ディレッ

タントの育成が純粋な芸術能力を促進する｣ 35という理念から芸術愛好家の底辺の拡大に

尽力した｡

田園都市運動は当然芸術教育に関しても意欲的であった｡アヴェナ-リウスもリヒトヴ

アルクもプロパガンデイスト として ｢ドイツ田園都市協会｣に参加している｡また､同協

会の会員でプロイセン商務省付の建築家であったヘルマン ･ムテ-ズイウス(Hemam

Muthesius,186ト1927)も芸術運動の重要な推進役の一人であった｡ムテ-ズイウスは 1896

から7年間イギリス大使館に勤務した間､建築の空間構成が人格に与える影響の大きさを

痛感するに至る｡帰国後イギリス式一戸建て住宅建設の推進に努め､居住空間の美こそ芸

術教育の始まりであると主張して芸術家の間に物議を醸した｡ 36住居の質的改善を図るこl

とが国民の精神的レベルを向上させるという信念を持っていた彼は､リヒヤル ト･リーマ

ーシュミット(RichardRiemerschmidt,1868-1957)､ハインリヒ･テヅセノウ(HeimiChTessenow,

1876-1950)と並んでへレラウ建設に関わる3人の重要な建築家の一人となる｡へレラウの

子供達は改善された住居に住み､ダルクローズ学校でリトミック体操を学び､放課後 ｢ド

イツ･クラフト工房(DeutscheWerkstatten)｣や芸術家コロニーのアトリエに通って工芸を学

ぶことになるのである. 37

2-6. 土地改革と入植運動

1922年､バーデン･ヴユルテンベルクの牧師ラインホルト･ブランク(ReinholdPlanck)

はその著書の中で次のように記している｡｢もしビスマルクが理想的な現実的政治家であ

ったならば….､生まれて間もない帝国に大都会の土地投機という試練を与えるなどあり得

ないことだったろう｡この土地投機は大土地所有による東エルベの土地封鎖と結びつき､

田舎の人々を大都会へと追い立てて都市の新住民を増大させ､彼等が無防備のまま不労所

得の､つまり取引所の､食いものにされるにまかせた｡｣ 3g3月革命の際に ｢大土地所有者

権益擁護同盟｣を結成してユンカー勢力の結集を図ったビスマルクに対する批判である｡

ブランクの父でマウルブロン神学校長でもあった哲学者のカール ･クリスティアン･ブラ

ンク(KarlChiistianPlanck,1819-1880)は､『ある ドイツ人の遺言PasTestamenteines

35A･リヒトヴァルク､『芸術教育と学校』岡本定男訳､明治図書､1985､p-166.
36Hartnann,ibid･,p･132･
37Theil,Carl,NeueSchuleHellerau,in:DieSch6nlleit,18･Band,He且3,p･35137･
3gLinse,ibid･,p,23f.
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Deutschen)』(1881)その他を著してローマ法ならぬドイツ法による土地改革案を提唱した

人物であるOドイツ法とは土地を社会の共有財産となし､個人的利用のためにのみ個々の

家族に委託するという古代ゲルマンの土地利用法であるが､抜本的な住宅改善を行うには

土地改革､しかも土地の公有化が必須であるという認識はリベラルな住宅改革派の間には

早くから存在していた｡

ドイツにおける最初の住宅改革論者と呼ばれるヴイクトール .エメ ･フーバー(Ⅵctor

jum6Huber,1800-1869)はシュレジアの織エー按と3月革命を経た 1848年に､また菜食主義

の理論家エ ドゥアル ト･パルツアーも 1873年の著作 『社会改革案qdeenznrsoscialen

Refom)』の中で既に土地の公有化を訴えている｡が､80年代になって土地改革論議に弾

みをつけたのは土地問題の最初の体系的理論家と呼ばれるアメリカのヘンリー ･ジョージ

penryGeorge)(1839-1897)であった｡地代をすべて国庫に入れる単一税の導入と土地の国有

化を説いた 『進歩と貧困(progressandPoverty)』(1879)は､出版の翌年 ドイツ語に翻訳され

て土地改革論者の反響を呼んだ01886年､リベラル派による最初の土地改革グループ ｢土

地連盟(Landliga)｣が資本の集中と大土地所有の関係を断ち切るため土地の国有化を提唱す

る｡また民族主義派の陣営でも 〝ヒトラー以前の最大の反ユダヤ主義者〃 39と言われるテ

オドール ･フリッチュ(TheodorFritsch,1853-933･)が社会保守的な目的において土地の公有

化案を提示していた｡ 40にも拘わらず､彼等の要求は社会の上層部に顧みられることがなl

かった｡

この間､公正な土地利用の方策を探る人々要求は高まってゆく.1889年､帝国議会で有

限責任協同組合法が成立し､住宅建設組合や入植組合などが宅地開発に関与できるように

なる｡前述の菜食主義者コロニー､ハイムガルテンやエデンはこのような組合組織であっ

た｡また､ハワー ドにも影響を与えたクロボトキンの社会主義的入植理念がグスタフ ･ラ

ンダウア-(GustavLandauer,1870-1919)によってアナルコ･ソーシャリスト達にもたらされ､

1890年頃から公有地の占拠も含めた様々な入植運動の動きが活発化する｡

入植運動は言わば生活改革と青年運動の混合のようなもので､農業ロマン主義と大都市

敵視とが結びついて1920年代までに起きた集団的な大都市離脱現象である｡また､土地改

革運動や資本主義経済批判とも相互補完的な役割を果たし､テオドール･ヘルツカ(Theodor

Hertzka,1845-1924),41フランツ･オッペンハイマー(FranzOppenheimer,1864-1943)ズイルヴイ

オ･ゲゼル(SylvioGesell,186211930)42といった共同体運営の理論家を生む｡それぞれのコロ

ニーはキリスト教や反宗教主義､民族主義､無政府主義､菜食主義､身体主義などどれも

複数の信条を掲げていたが､土地資本主義に抗する土地の公有化要求はどの共同体にも共

39phelps,ReginaldH.,TbeodorFritschundderAntisemitismus,in:DeutscheRundschau,87/1961,p･
443.

40Fritsch,TLeodor,DieStadtderZuknnRp･151
41ヘルツカの理想郷については以下に紹介されている｡ルイス ･マンフォード『ユートピアの
系譜 :理想の都市とは何か』関裕三郎訳､新泉社､1983､131-140貢.;川端香男里 『ユート

ピアの幻想』､1971､潮出版､p.160£

42ニーダーザクセン州の ｢緑の党｣発起人ゲオルク.オットーは､ゲゼルの運動から緑の象徴

を受け継いだと主張している｡LinSe,ibid.,p.168.
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通した理念だった｡

土地改革運動が何らかの社会的影響力を持つようになるのは､｢土地連盟｣の後身 ｢ド

イツ土地改革同盟(BunddeutscherBodenrefbrmer)｣が土地の国有化というラディカルなスロ

ーガンを取り下げて中道路線を取るようになってからのことである｡新しい改革方針の推

進役 となったのは､後にヴァイマール憲法の起草者となるフリー ドリヒ ･ナウマン

(FriedrichNaumann,1860-1919)と共にドイツ国民社会党の創設に加わり､積極的に政治活動

を行っていたアドルフ･ダマシュケ(AdolfDamaschke,186511935)である｡ダマシュケの掲

げた目標は､国の基盤となる土地を公共経済的財産として扱い､投機や不労所得の対象に

することなく有効利用せしめるような法の元に置くことだった｡その具体的対策として同

盟が要求したのは､公共経済的地価の導入,地価上昇分への課税､休閑地の収用許可等で

ある｡ダマシュケは リベラル派に理念の後退を非難されながらも 『土地改革pie

Bodenreform)』(1906)等の著作活動を通して土地問題に対する社会的認識の高まりに貢献し､

後に "土地改革の父"43と呼ばれるようになる｡しかしながら同盟が達成できたことは多

くはなかった｡1911年､帝国議会は上昇地価分への課税を決定するが2年後にそれを撤回

し､法の運用を各州に任せてしまう｡同盟の要求中､休閑地の収用と永小作権､永使用権

の確保は1918年のヴァイマール憲法と1920年の帝国住宅建設法によって認められたが､

それはリベラル派が批判したように､労働者の住宅問産に本質的に関わるものではなく､44

改革とはとうてい言い難いものであった｡土地を国民の共有財産とし､良質の住居を計画

的に安定供給するという当時の進歩的な改革案は､結局実現しなかったに等しい｡上述の

告白を行ったラインホルト ブランクは､社会民主主義政党もこの点においては 1918年の

革命以後何一つ変更を加えたことがなかったという失望を述べている｡結局彼は ｢公共の

土地所有権という原則｣を実行してくれることをナチスに期待するようになるのである｡45

｢第 3の道｣資本主義と共産主義の間に土地

改革の道がある.フィー ドウスの素描(1901)
理想の入植地 を描いたマック
ス ･シュルツェ ･ゼルデの絵画

(1920頃)

土地改革は生活改革の根幹に関わり､社会改革及び社会保守の両派が共に支持した理想

であったにも拘わらず､その反資本主義的性格故に最も効果をあげることが少なかった運

43winters,PeterJochen,WiekannrrundieBodenspeklationeind紬lmen?,in:FrankfurterAl1gemeine

Ze血ngNr･152,6.Jdi1971,p.20.

44Linse,Ulrich(msg.),ZurackoMenschzurMutterErde.M血chen,1983.p.27.

45Linse,OkopaxundAn archie･p124･
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動である｡恐らく土地をめくる状況は､100年前の協同組合にまだ改革の夢があったこと

を除いては今日も当時とさほど変わってはいないだろう｡二つの田園都市を成功させたイ

ギリスでも､戦後の社会福祉国家ヴィジョンによるニュータウン計画は労働党と保守党の

両政権の間で揺れ動き､結局 1978年に放棄されている｡461908年､土地の公有化を待たず

にへレラウの建設が始まった時､工場用地以外の土地を所有したのは ｢有限会社へレラウ

田園都市協会｣と ｢へレラウ住宅建設組合｣の二つの公益団体だった047

2-7. 田園都市構想

人間が集まって定住し都市が形成されるという過程は有史以来地球の至る所で綿々と

生起してきた現象であるが､住環境である外的空間と自らの憧憶に満ちた内的空間との帝

都が大きくなると人々は理想都市を夢想し､それを語り記すことによって改善への希望を

未来に託そうとしてきたOぺロボネソス戦争後のアテナイを反映したプラトンの 『国家』

やルネサンス期の星状型理想都市像､宗教改革前夜の夢とも言えるトマス ･モアのユート

ピア国､また産業革命後の空想的社会主義ユートピア等々を例として挙げることができよ

う｡モダニズムのユートピアとも言うべき田園都市の建設運動も､ひとつの著書がもたら

した影響によって起こった｡それは 1898年にイギリスのエペネザ一 ･ハワード(Bbenezer

Howard,1850･1928)が著した『明日の田園都市 GardenCitiesofT0-morrow』48で､その田園都

市構想は諸外国にも紹介され､多くの国に ｢田園都市協会｣が誕生することとなった｡

ハワ-下はイギリス議会の速記係であった時代に自由党左派の ｢探求協会｣といったサー

クル活動を通してアメリカの土地改革論者ヘンリー ･ジョージによる土地の国有化論に触

れ､またアメリカの作家エドワード･ベラミー(EdwardB.ellamyl!50-1898)による空想的社

会改革小説 『顧みれば』 49の社会主義的思想にも大きく影響を受けている.彼の田園都市

構想はそれら先駆者たちの社会改革思想を融合したものだが､それが社会に広く受け入れ

られた理由は､ダイヤグラムを多用するなどして分かりやすく具体的な都市構想としてま

とめられた点にあった｡詳しくは 『明日の田園都市』に見ることができるが､その理念は

以下の3点に要約することができる｡

1. 自治体自体が都市地所のすべてを永久に所有し統制するような人口約3万の小規

模都市を造る｡ ､

2.その公有地に私企業を誘致して共同体内を職 ･住一致の場とする｡

3.住宅は庭付きの一戸建てを旨とし､都市部に緑地帯を多く設けると同時に都市の

46乗秀紀 『瀬石の倫凱 ハワードのロンドン:田園都市への誘い』中央公論社､p.162-165.

47R6ssger,Miljan,DieBaugenossenschaftHellerau,in:DresdnerHefte15.Jahrgang,He丑51.p.41.

48Howard,nenezer,Tomorrow:apeace瓜止pathtorealreform.London,1898.(reprint,editedby

RichardLe GatesandFredericStoヰ)London1998.(1902年にGardenCitiesofTo-Morrow として

再版される｡)エペネザ一 ･ハワード『明日の田園都市』長素連汎 鹿島出版会,1968.

49Bellamy,Edward,LookingBackward,Boston,1888,エドワード･ベラミ- 『顧みれば』山本改

善訳,岩波文庫,1953.
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周囲に不可侵の農業地帯を設置する｡それによって産業と農業の共存を図る｡

ハワー ドは 『明日の田園都市』Iを出版 した翌年の 1899年に田園都市協会を興 し､その構

想はレツチワース(Letchworth)とウェルウインCWelwyn)の二つの都市建設によって実現を

見ている｡ドイツにおける田園都市建設運動は 1908年の ドレスデン近郊における田園都市

へレラウ田ellerau)の建設によって歴史的な足跡を残した.しかしイギリスの田園都市が常

に学問研究の対象であったのに対 し､ ドイツの田園都市運動の歴史に対 して学問的関心が

払われるようになったのは 1968年にハワー ドの名著がドイツで再版されてからのことで

あり､ 50また真に実証的な研究が可能になったのは ドイツ統一後､ユー トピアをめそる言

説が東独時代のタブーから解放されてからのことである｡しかしイギリスの田園都市建設

と比べ､芸術教育運動などその他の生活改革運動と結びついていたという点において､最

終的には頓挫することになったドイツの田園都市建設運動の方が実はより意欲的で広範な

改革運動であったと見ることができ､その歴史的検証は ドイツの社会が希求してきた共同

体像の歴史的推移を理解するにあたり､新たな視座を与えて くれるものである｡

2-S. ドイツ田園都市協会の誕生

ハワー ドの田園都市構想は 1900年にドイツに紹介されている｡まず社会民主党の機関

誌 ｢新時代(DieNeueZeit)｣が 『明日の田園都市』の書評を載せ､512年後の 1902年には

｢ドイツ田園都市協会PeutscheGartenstadtGesellscha氏;以後I)GGと略記)｣が誕生するこ

とになる｡DGGの母体は入植運動コミューンの一種である ｢新共同体 NeueGemeinschaftJ

で､それは ｢フリー ドリヒスハ-ゲン文学サークル｣を形成 していたハル ト兄弟田eimich

tmdJuliusHart)やE･ミューザムらの文芸批評家および作家たち､また政治活動家のカンプ

フマイア-兄弟(PaulundBernhar.dKa皿pffmeyer)､アナルコ ･ソーシャリス トのグスタフ ･

ランダウア-､ブルーノ･ヴイレ@runoWille)やヴイルヘルム ･ベルシェCWilhelm B61sche)

等の汎神論的エコロジス ト達を中心として形成された｡｢新共同体｣はシャルル ･フーリエ

による19世紀初頭における空想上の共同体 ｢フアランステール｣に理想像を求めると同時

に禁酒 ･菜食主義､自然療法主義､ヌーデイズムといった 19世紀末特有の生活改革要素を

持ち併せており､またアンリ･フアン ･デ ･ヴェルデによる指導を仰 (Oなどして芸術教育

にも関心を持っていた｡よってその改革志向にはもとより田園都市構想と共通するものが

あったが､自然回帰的新ロマン主義や民族主義的要素による擬似宗教的プログラムが災い

して結成からほどなくして解体 し､ベルリンの商人ハインリヒ ･クレーブスを通じてハワ

ー ドの田園都市思想を知ったハル ト兄弟とB･カンプフマイア-が､入植運動の理想を託

すかたちでDGGを設立することになる｡ 52

50posener,I.(放sg.),E.Howard,GartemstadteYonmorgen:DasBuchundseineWlrkung.

Berlinmrankfurta.M./W呈en,1968.

51KrBckemeyer,ibid･,p･22.

52schollmeier,Axel,ibid･,p･58;Linse,tJlrich,OkopaxundAn archie,Mtinchen,1986,p･35,65f;

Hartmaq KriStiana,DeutscheGartenstadtbewegung-Mもnchen,1976,p,27.
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DGGの創設メンバーにはハルト兄弟､ランダウア一､ 53ベルンハルト カンプフマイダ

ー､ヴイレ及びベルシェ､フィードウス､入植理論家のオッペンハイマー､｢果樹園コロニ

ー ･エデン｣のリーダーとなるオットー 'ヤキシュ(OttoJackisch)等がおり､ 54初代の会長

はハインリヒ･ハルト(HeimichHart,1855-1906)であった｡田園都市構想においてDGGのメ

ンバーを最も強く引きつけたのは､その土地公有化理論であった｡H･ハルトはそのプロ

グラムに､｢DGGの目標は､都市および農村の公有地を基盤にした田園都市の建設理念お

よびその目的に有益なあらゆる対策の促進に対する理解を広めることである｡DGGが奨励

するのは､農地の経済的に調和のとれた分配とその都市部との共存を貫徹するような入植

地の開墾である｡DGGか目指すものは､産業の農村部への組織的な移転による住環境改革

であり､そこでは産業の要請も十分に考慮した衛生的で美的な広範囲の建設が可能となる

はずである｡(…) 現在のあらゆる生活改善思想が､田園都市において最も確実かつ有益

に結実する｡｣ 55と記している｡また 1904年フランクフルトで開催された最初の ｢ドイツ

住宅会議｣においても､DGGは住宅･定住問題に関して土地改革の必要性を強調したテー

ゼを発表し､｢住宅改革は都市人口の分散と計画性のある宅地開発を伴って初めて可能と

なるのであり､そのためには土地の公有化が不可欠である｣と説いている｡ 56 しかし土

地の公有化要請を掲げたDGGはそのユートピア的な性格のためか多くの支持を得られず､

〃感動的ではあるが国民経済的には甘い考え乃であるとの批判を受けた｡ 57転機が訪れたI

のは 1907年､建築家のハンス ･カンプフマイア-(HangKanpffmeyer)がその従兄弟で二

代目会長であったベルンハルト･カンプフマイア-からその職を引継ぎ､大都市批判を共

通項とする様々な改革の関心を吸引して現実路線を取るようになってからのことである｡

53彼らが提唱した 〃土地と住居の自主管理権が保証された自拍体の形成"や､換気や採光

に配慮した庭のある住宅といった住居改善方法､また共同体用のコンサートホールや図書

館の建設といった文化的プログラムにはに実行可能性があった｡田園都市思想は生活改革

運動思想の最も進化した器としてドイツ社会に徐々に浸透していき､第一次大戦前にはケ

-ニヒスベルク､ベルリン､ハンブルク､マグデブルク､ルードヴィヒスハーフェン､マ

ンハイム､ニュルンベルク､ミュンヒェン､ヴユルツブルク､シュトウツトガルトその他

の都市に ｢田園都市協会｣が誕生してそれぞれが田園都市建設を検討していたと言う｡ 59

そして最初に田園都市建設に着手したのが､ドレスデンの企業家カール･シュミット(Karl

S血midt,1873-1948)であり､誕生したのが田園都市へレラウである｡

53Linse,urich,Orga皿SlerterAm chismusimDeutschenKaisereichvoa1871, Berlin,1969,p･88･

54Hartmann,ibid･,p1135･

55schollmeier,ibid･,p1571

56ibid.,p･60･

57ibid･,p･63･

5%schoumeier,ibid.,p･61･

59Krabbe,WolfgangR,ibid･,p･31･
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3.住宅改革の歴史

3-1.住宅改革運動の課題

DGGの意欲的なプログラムにも伺えるように､住宅改革は生活改革運動全体にとって特

に重要な課題であった｡田園都市建設の他にも具体的な住宅改革が様々に行われてきたが､

産業革命以降に起こったこれらの住宅改革の中心的関心は､低所得者のためになるべく廉

価で良質な住宅を提供することであった｡上述の企業家カール ･シュミットにとっても､

田園都市建設の目的はまず何よりも自らの家具工場である ｢ドイツ ･クラフト工芸工房

(DeutscheWerkstatten蝕 HandwerkskunstGmbH)｣の労働者たちに質の良い住宅と安定した

職場を提供することにあった｡そしてシュミットの周りには特に低所得者用の住宅建設に

関心を持つ建築家たちが集まるようになり､田園都市へレラウの建設が開始される｡ベル

リンではベーター･ベ-レンス(PeterBehrens,1868-1940)やブルーノ･タウト(BrunoTaut,

1880_1938)といった前衛的建築家が好んで労働者住宅建設に携わるようになり､芸術教育

運動が目指 していた ｢芸術と民衆の一体化｣ 60が建築の場でも徐々に進んでいくようにな

る｡モダニズムが芸術の分野に浸透してゆくのに､これらの建築家たちは重要な役割を果

たしたと言えるだろう｡

ヘレラウの建設には二つの手本があった｡イギリスの田園都市レヅチワースと,ドイツ

の労働者コロニーである｡労働者コロニー建設は田園都市建設以上に住宅改革の歴史上大

きな役割を果たした事業であり､後者は前者の発展的形態であるということができる｡よ

って住宅改革運動の過程を把握するためには､労働者コロニー建設の事業を回顧すること

がまず必要でなるO

3-2.労働者住宅の `̀発見''

19世紀の後半､ドイツの大都市に生じた住宅問題については既に述べたが､住宅問題が

社会問題として顕在化するまで賃貸アパー ト等の低所得着用住宅建設は建築家ではなく左

官屋の仕事と考えられていた｡1841年,ベルリンで労働者住宅のためのコンペが行われた

時,建築家同盟は ｢そのような課題は建築学的魅力に欠ける｣という理由で参加を拒否し

ている｡住宅問題が深刻化してきた1891年ですら,多くの建築家が労働者住宅建築は芸術

的に魅力のない仕事と考えていた061彼らの意識に変化をもたらしたのは,1870年頃から

始まった住宅改革や土地改革等の生活改革運動である.｢社会政策協会 (Verein far

Socialpolitik)｣, ｢ドイ ツ公 共 衛 生 促 進 協 会 (DeutscherVerein 免r 6ffentliche

Gesundheitspflege)J,｢住宅改善協会 (verein鈷rWohnungsrefTorn)｣といった団体や,1889

60ブルーノ･タウトの｢建築綱額｣(1918)より.In:UweScheede(hrsg.),DieZwanzigerJahre.

X61m,1979,p.72.

61FritzNeumeyer,BautragerundBaustil:BaugenossenschaftenundWerkwohnungsbauinBerlin

um1900,in:EkkehardMai (hrsg.),KunstpolitikundKunslfarderungimKaiserreich.BerlirL,

1982,p.309.
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年の帝国協同組合法成立を受けて設立された建築協同組合の活動により,建築家達の目は

次第に低所得者用の住宅建築に向かうようになる｡しかも ｢大衆のための芸術｣を目指し

た芸術運動等の影響により,内的機能に即した芸術性の探求がそのような住宅建築にも求

められるようになっていった｡

｢賃貸兵舎 (Mietskaseme)｣と呼ばれた高層賃貸アパートの改善に最初に取り組んだの

は,プロイセン政府の建築マイスターでフリードリヒ･シンケル賞の受賞者でもあるアル

フレート･メッセル (AlkedMesse1,1853-1909)である｡彼は1892年,著名な土地改革論

者アドルフ･ダマシュケらが組織する ｢ベルリン建築 ･住居共同組合 (BerlinerBauund

wolmungsgenossenschaft)｣の依頼により賃貸アパートを建設するOそれは低所得者の共生

という目的を建築的に反映した初めての総合的デザインとして注目を洛びた｡

アルフレー ト･メッセルによるベル

リン建築 ･住居共同組合のアパー ト

･(1893)

この ｢ベルリン建築 ･住居共同組合｣に属していた住宅改革者のハインリヒ･アルブレ

ヒト (HeimichAlbrecht)は,1892年ベルリンで初めての ｢労働者住宅設計図展示会｣を

開健し,建築家達に労働者住宅建築への参画を促す｡また1896年に小冊子『労働者住宅(Das

ArbeiterWohnhaus)』を出版し,メッセルのデザインを載せて住宅改革に関する理論的基盤

の確立に貢献した｡自ら労働者コロニーやズイードルングの建設に携わったブルーノ･タ

ウトはメッセルの影響を認め,自らの仕事を ｢メッセルの理念の縦承｣であるとさえ語っ

ている｡ 62

F労働者住宅』に載ったメッセルによる労働者住宅のデザイ

ン (1896)

62ibid･,p.311･
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ベーター ･ベーレンスによるAEGの社宅 (1911)

新時代の工場建築で知られるベーター ･ベ-レンスも,中産願級の住宅を模倣した労働

者住宅を批判し,労働者住宅に合目的性と真の芸術性を与える必要性を説いた｡メッセル

同様,協同組合が体現しているような｢共生の精神を構造的にも表現できるような建築｣63

を目指したベ-レンスは,1911年 AEG (一般電気株式会社)のための社宅を建設する.

このようなぺ-レンスの理念は彼の事務所にいたヴァルター ･グローピウスとミ-ス ･フ

ァン･デル ･ロー工に引き縦がれる｡かつてブルジョワジーが ｢労働者｣を発見したよう

に ｢労働者住宅｣を発見した若き建築家たちは,そこに擬古典主義的建築との訣別の可能

性を見ていた｡ムテ-ズイウスは 1906年,.次のように語っている.｢現在のドイツにおけ

る市民的な建築美術を特徴づけるものは,近い将来手に入るはずの健康への願いである｡

その展望は明るい｡個々の分野ではすでに春の到来を告げる徴が見られる｡特に労働者住

宅建築の分野がそうであるo｣ 64こうして 1900年頃から徐々に建築美術の前景に出てきた

労働者住宅は,市民的幸福の物理的な器としてモダニズムの普及に大きな役割を果たして

ゆくのである｡

3-3.ベルリンの労働者住宅

住宅改革に対する理念が労働者住宅や建築組合住宅などの分野で生かされるようになっ

たとは言え,都市における上質で廉価な住宅建設は容易ではなかった｡特にイギリス,オ

ランダ,北西 ドイツ等の水平家屋文化圏と較べ,中部 ドイツから東欧にかけての垂直家屋

文化圏65では,理想とされたイギリス式一戸建て住宅の実現はより困耗であった｡とりわ

けベルリンでは家屋一棟当たりの居住者数が高く,当時建設された建築組合住宅の例にも

見られるように,高層アパー ト建築からの脱却ははば不可能であった｡ベルリン近郊で広

い敷地を持つ労働者コロニーの建設が始まったのは,好景気と生産工程の刷新,鉄道や船

舶等の交通手段の発達等により産業の郊外移転が起こった1895年頃のことである｡

63ibid･,p.313.

64Schollmeier,Axel,ibid.,p.49.

65JosefSttibben著 "DerStatdebau"(Darmstadt,1890)によると,ヨーロッパに は北フラン

ス,オランダ,北西 ドイツからイギリスへと広がる水平家屋文化圏と,南欧諸国,フランス

中南部,中部 ドイツから東欧にかけての垂直家屋文化圏が存在するという.In:BrianLadd,

UrbanPlm ngandCibicOrderinGermany,1860-1914･London,1990Jp･150･
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1895年,アルバー ト･ボルズイヒの機械工場がモアビート衝からテ-ゲルに移転し,同

時に400戸の労働者住宅が建設される｡また,1900年には機関車と魚雷を製造する ｢ベル

リン機械製作株式会社｣がベルリンから25キロの郊外に労働者コロニー･ヴイルダウを造

っている｡これらの住宅は工場との近接性において労働者にとって有利であったのみなら

ず,当時の個人経営のアパートより広くて衛生的で,家賃も普通より20-50パーセント低

かった｡

また当時のプロイセンの法律が郊外の住宅地開発に公共施設の建設を義務付けたこと

から,ヴイルダウのコロニーにも学校,商店,スポーツ施設等が備わっていた｡労働者コ

ロニー建設の目的は安定した労働力を確保することと労働者の生活に物質的 ･精神的安定

をもたらすことであった｡しかし労働契約の締結を条件とする住宅への居住が工場への依

存度を高めるうえ,企業指導型の福祉が労働者管理機関となってしまう危険性もあった｡

それまで大都市生活者だったベルリンの労働者達は大家族的なコロニー運営に抵抗を感じ,

また社民党,労働組合,社会政策協会などは経営者指導型の福祉政策に懐疑的だった｡1902

年,ボルズイヒ社の住宅のうち社貞が居住していたのは約半数に過ぎなかったという｡66

家屋一棟当たりの平均居住者数 (1910)

T ドイツの都市 その他の都市
ブレーメン ケー8 マンチェスター 4.9 r

フランクフルト 17_1 ロンドン 7.9

エッセン 17.6 リエージユ 6_7

ケルン 18,1 アントワープ 良.1

シユトウツトガル ト 18.6 ハーグ 6.5

デュッセル ドルフ 19.1 アムステルダム 13.4

ハノーファー 20.0 フィラデルフィア 5ー4

ーライブツイヒ 27.4 シカゴ 8.8
ドレスデン 34.6 パリ 3写.0

ミユンヒエン 36.6 プラハ 40.9

ハンブルク 38.7 ブダペスト 41.3

ポーゼン 51,8 ウィーン 50/7

ブレスラウ -52.0

ベルリン `75.9

RudolfEberstadt'HandbuchdesWohnungswesenundderWohnungs丘age.(Jena,1920)より

労働者コロニー ･ヴィルダウの見取 り

図｡体育館やプールがあるO(190D)

66Neumeyer,ibid･,p1318･
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ベルリンの建築組合住宅, (1907)

工場の郊外移転に付随して生じ,労働者の福利厚生には大きく貢献した労働者コロニー

だったが,ベルリンの労働者意識を鑑みたハインリヒ･アルブレヒトは,コロニー建設は

労働者が大都市からではなく地方から召集される場合に適しているとして,ベルリンの企

業家にはむしろ建設協同組合の活動支援を勧める｡67実際ベルリンでは ｢ズイーメンス ･

シュタット｣のように建設協同組合と企業家との共同事業という形が取られるようになり,

労働者コロニーはむしろベルリン以外の中 ･小都市で成功に至っている｡

3-4.イギリスの前例

録に恵まれた独立性の高い立地に労働者のための生活共同体を造るというコロニー建設
i

の理念は,産業革命の先進国であるイギリスの例を模範としていた｡イギリスではロバー

ト･オーウェンに代表される 19世紀前半の社会主義的ユートピア建設の他に,モデル･ヴ

ィレッジと呼ばれる労働者団地が羊毛工業地帯に誕生していた｡ソルテア,コプレイ,ア

クロイドン等の丘陵地帯にできた初期の労働者コロニーであるOこれらのモデル ･ヴィレ

ッジは背中合わせ式住宅が中心で,独立式住宅という理想の実現には遠かったものの,労

働者住宅への新しい様式の導入としては意欲的な試みであった｡

モデル･ヴィレッジのデザイン(1888)

ソルテアの労働者住宅 (1851)

オーウェン主義が廃れた後の 19世紀末からは,博愛主義的工場主と呼ばれる企業経営

者達が労働者の住環境改善による社会改革を魅承する｡チョコレート工場主ジョージ ･キ

ヤドバリー (GeorgeCadbury)が 1887年バーミンガム郊外に建設したボーンヴイル

67 ベルリン機械製作株式会社は1906年に,ボルズイヒ社は1919年に建設協同組合を設立して

事業を縦続している｡
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コプレイ,前庭のある背中合わせ式住宅(1853)

ポーンゲイルの見取り図 (1898)
集会場,善老院,運動場,公園等
が見える｡

ボーンヴィルの 2世帯住宅 (1900),
1981年

(Boumvi116)と,石鹸工場主ウイリアム ･へスケス ･リヴァ- (W･H･Lever)がリヴァ

プールの対岸に建設した 1889年のポー ト･サンライト (PortSunlight)は,模範的なガー

デン･ヴィレッジとしてドイツの労働者コロニー建設に大きな影響を与えたOガーデン･

ヴィレッジとは,工業の成熟に伴い工場が都市の過密地区から分散したことにより誕生し

た都市郊外の労働者コロニーである｡

労働力の安定供給がモデル ･ヴィレッジ及びガーデン･ヴィレッジ建設の第-の目的で

はあったが,特にガーデン･ヴィレッジの場合,｢労働者の社会的状態を改善する｣という

理想主義的な理念が極めて強く前景化していたこともまた明らかである｡この時期の工場

経営者達は,労働者の住環境が彼らの芸術観と世界観に与える影響を明確に意識していた｡

｢世紀末の一つの事件｣ 68と言われたボーンヴイルを建設したキヤドバリーは,｢人間を取

り巻く状況を改善するための近道は,その理想像を高めることである｡しかしその住居が

スラムのようで,唯一の娯楽が酒場通いである時,どうして人は理想像を高められようか｣

69という言葉を残している｡また,ポート･サンライトの経営者リヴァ-ち,｢健康のため

に最適な環境の確保を目的に,適切な住宅条件のもとで都市生活を営むことこそが二人類

の幸福にとってとりわけ重要である｣と語っている｡ 70

68 月尾嘉男 ･北原理雄 『実現されたユートピア』鹿島出版会,1980.p.163.

69Howaldt,Gabriele,DieArbeitersiedhmgGmindersdorfinReutlingen,in:EkkehartMat(hrsg.),

ibid.,p.3341

70 月尾嘉男 ･北原理雄,同上,p.163.
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ポー ト サンライ トの街路 (上)と2世帯住宅
(下)(1900),1981年

ポート･サンライトの見取り図

(1911)
プール,サッカー場,児童公園,
音楽堂等がある｡

ボーンヴイルもポート･サンライトも,広い敷地に庭付き住宅と商店,教会,病院,学

校といった公共施設を持つ恵まれた労働者コロニーとなった｡住宅建築の伝統を生かしな

がら｢20世紀の要求に答える｣という近代主義的発想のもとに建てられたこれらイギリス

の住宅を,プロイセン政府より派遣されたムテ-ズイウスは ｢真に実用的で,理性的で,

健康である｣71と評している.これらは一棟の世帯数から言えば2世帯から6世帯住宅で,

庭付き一戸建て住宅という理想の実現には至らなかったものの,採光や換気等の衛生面に

配慮した点において当時としては格段に水準の高いものだった｡特にポート･サンライト

は,｢イギリス人の内側に根付いた一つのユー トピア像が,現実の環境として近似値を実現

71schollmeier,ibid･JP･49.
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していた｣ 72と言われている｡

勿論これら博愛主義的共同体の中にも管理的な体質が存在したことは否めない｡ある工

業技師はレヴァ一に対し,｢独立心の旺盛な者は誰でもポー トサンライトの空気を長く吸

っていることはできません｣と書き送っている｡ 73

しかし `̀繁栄の共有"を富の蓄着に匹敵する課題と考え,また労働者階級の住環境にも

美的な性格を付与する必要があるという工場経営者達の信念は,これら労働者コロニーの

建設にとって非常に重要な意味を持っていた｡ドイツの労働者コロニーに及んだその影響

ち,建築様式に関するよりもむしろ思想的な面において大きかったと言えるだろう｡その

後キヤドバリーがボーンヴイルを ｢ボ-ンヴイル ･ヴィレッジ ･トラスト｣という形で住

民の共同経営に任せ,リヴア-は 1909年,リヴアプール大学の建築学部に都市デザイン学

科を設置するための寄付を行うなど,彼等の信念はさらなる社会改革のプログラムへと発

展してゆく｡また,1902年にエペネザ一 ･ハワー ドの田園都市レヅチワースの建設が始ま

った時,共同出資者となったのもキヤドバリーとリヴァ-の二人だった.

田園都市 ･レッチワース

H

琶 詔 盛 荘 蓄

琶 冠 藍 冠

llL五誌 l｢瓦 ｢ ｢ f｢■vLt■hl'l.L''lI'-1l+JIJ-T◆■l●-

ミュールハウゼン,4世帯住宅団地
の見取り図 (1853)

3-5.ドイツの代表的労働者コロニー

3_5-1.ミュールハウゼン

ドイツの労働者住宅に最初の影響を与えたのは,当時フランス領だったアルザスのミュ

ールハウゼンに建てられた紡績工場住宅 (シテ ･ウヴリエールciteouvri岳re)である｡1853

年に建設されたこの集落のモデルは,1851年ロンドンの万国博に展示された労働者住宅で

あり,モデル･ヴィレッジの一つであるソルテアとの類似点も顛著だと言われている｡74ミ

ュールハウゼンも最初背中合わせ式住宅を建設していたが,後に後期のモデル ･ヴイレッ

72月尾嘉男 ･北原理雄,同上 p.169.

73 同上,p.169.

74 schollmeierIibid･,p･451
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ジに倣って4世帯住宅を採用している｡この4世帯住宅は衛生面でまだ問題を残してはい

たものの,背中合わせ式住宅より進化したものとして当時は肯定的に評価された｡またミ

ュールハウゼンにおいて長期ローンの支払いによる住宅購入の道が開かれたことは,独立

住宅の所有へ至る試みと見ることができよう｡この4世帯住宅の様式が,1890年頃から急

増したルール地方の労働者住宅のモデルとなった｡

3-5_2.クルップ ･コロニー

ドイツで最も有名な労働者コロニーと言えば,軍需産業で知られるクルップ商会のクル

ップ･コロニーである｡それはまた既にlS60年代の後半に建設が始められたドイツで最も

歴史の古いものでもある｡クルップ社の住宅及びその他の厚生施設の建設は,労働者とそ

の家族を包摂する ｢クルップ帝国｣の隆盛にとって非常に重要な事業であった｡

クルップ社の福利事業は 1850年代に始まった｡自らも勤勉な工場勤労者であったという

｢大砲王｣アルフレート･クルップ (Al&edh pp,1812-1887)は,国による法的整備に先

立つこと約30年の1853年に社内労災保険や年金制度を施行している｡そして鉄鋼産業の

隆盛に伴って従業員が急増した60年代後半からは,労働者住宅が企業の繁栄のために必要

不可欠な厚生設備となっていった｡

"クルップの町"ェヅセンの人口は1850年には約 9,000であったが,職を求める移住者

の流入を受けて1871年には52,000へと急増した｡クルップ社の従業員数も1864年の6,900

から1871年には 10,400に増加し,住宅不足に対する労働者の不満が労働運動の高まりに

拍車を駆けていた｡1865年,まず独身労働者,高齢者,退職者のために200世帯用の住宅

が建設される｡それは木造バラックのような簡単な建物だったが,その後半世紀に亘って

シェーダーホ-フの広場 (190D) クE1-ネンベルク (1906)

1870年代に入り,普仏戦争後の4年間で従業員数が 12,000に達する頃,ヴェストエン

トホ-フ,ノル トホーフ,シェ-ダーホ-フ,クローネンベルクといった住宅地が相次い

で建設され,社宅は順次快適さを増していった｡特に後者2つの団地は,録の多い中央公

園と各住棟に設置された庭によって恵まれた住環境を持ち,コロニーとしての計画的な全

体像が実現されていた｡｢緑の前庭と豊かな並木に縁取られた街路はそれまでのドイツの

いかなる労働者街にも見られぬものだった｣ 75と言われている｡

75 月尾嘉男 ･北原理私 同上 p.190.
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クルップ ･コロニーには,教会,学校,病院,商店等の施設も揃っており,それらの厚

生施設はクルップ社の先駆的な企業精神を反映していたoしかしアルフレー ト.クルップ

による住宅建設は,あくまでも最低限の住宅を労働者と企業の両者にとって最も低廉な価

格で提供するための企てであり,居住者の美的な欲求を満足させるためのものではない｡

労働者住宅に芸術性を付与するためには,世代の交代を待たなければならなかった｡

1887年に当主となったフリー ドリヒ ･アルフレー ト･クルップ (FriedrichAJhedKrupp,

1854-1902)は,新時代の空気を呼吸していた｡イギリスのガーデン･ヴィレッジによる影

響を受けた彼は,安価で簡素なだけではなく美的で芸術性の高い住環境作 りを目指 した｡

そして ｢老人には住み心地を,若者には美を｣ 76というモットーのもと,視覚棺効果を意

識した広い住宅を建設し,スポーツや芸術鑑賞のための施設,図書館等を充実させる｡1893

年から1907年にかけて,アルフレーツホ-フ,フレデリクスホ-フ,フリー ドリヒスホ-

フ等,アパー ト形式を脱 して半独立式住宅または4世帯住宅を中心とするコロニーが完成

する｡それぞれ放射状の街路,並木と家々の庭など,田園的雰囲気を持つ落ち着いた住宅

地だった｡この時代のコロニーの中で,絵画的効果への志向がひときわ頼著なのがアルテ

ンホ-フである｡主に退職者,傷病者,寡婦のためのこのコロニーは,｢恩給を受けながら

自宅で老後を過ごす機会を退職者に提供する｣ 77という父親の遺志をフリー ドリヒ ･アル

フレ⊥ トが独自の審美観で実現させたものだった｡彼は建設に先立ち,｢(退職者に)美しl

い健康な敷地でこじんまりした庭付きの小さな我が家を作ってやり,一生自分の好きなよ

うに利用して楽しい生活の一日を送らせたい｣ 7!と語っている.アルテンホ-フは 500の

住戸に2つの礼拝堂,森と公園を持ち,直線街路は一本もなく,ロマン主義的な審美観に

よって作られていた｡フリー ドリヒ ･アルフレー ト自身よくここに立ち寄 り,時を過ごし

たという｡

1890年代のクルップ社は,労働者の生活に娯楽の喜びと芸術的な潤いを与えることが上

質な労働力の円滑な再生産にとって重要であるという認識に立っていた｡フリー ドリヒ ･

アルフレー トの時代までに完成した住宅は28,000を数え,第一次大戦前に8万の人間を抱

えた ｢クルップ帝国｣は,その労働者達が ｢クルップの住宅に住み,クルップ社の赤ん坊

はクルップの医者によって取り上げられ,クルップ社員の子供達はクルップの図書館から

本を借 り,クルップの教会で結楯式を挙げ,クルップの墓地に葬られた｣ 79と言われる嘩

どの大家族的共同体となる｡

さらにフリー ドリヒ ･アルフレー トの死後,クルップ ･コロニーの頂点をなす住宅地が

建設される｡夫の死後も福祉事業にカを入れた妻のマルガレーテが資金と所有地を提供し

てエッセン市と協力し,クルップ社の社員及びエッセン市民のために建設 したマルガレー

テンへ-工である｡エッセン市の中心から4キロの,周囲を森で囲まれた敷地に準備され

76 月尾嘉男 ･北原理雄,同1,p.191.

77諸田賓 『クルップ』東洋経済新報社,1980.p.200.

7gBerdrow,Wllhelm,AlfredBhppundseinGeschlecht,Berlinl19373p･212.

79 月尾嘉男 .北原理雄,同上,p.193.
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アルフレーツホ-フ (1894)

アルテンホ-フ (1906)

アルテンホーフの寡婦用住棟 (1920)

た約 2,500戸の住宅地はクルップ ･コロニーの中で最も絵画的な効果を持ち,伝統的な建

築美を意識して作られていた｡破風や張り出し窓の付いたその様式はドイツの典型的な村

落のイメージを投影したものだったが,擬中世的 ･ロマン主義的で,真に労働者向けのデ

ザインとは言い難かった｡クルップ･コロニーの建設が労働者の生活環境改善に大きく寄

与しながらも,建築的に見れば労働者住宅として裏の需要に適った機能性と美を求めると

いうコンセプトからはずれていると言われるのは,%0伝統的な中産階級の理想像に向かう

その審美的傾向に因っている.しかし社員の福利厚生面に果たしたコロニーの貢献は大き

く､熟練工の長期的確保と製鋼法の秘密の保持という点においても,クルップ ･コロニー

の企業経営的な成功は大きかったと言えよう｡

マルガレーテンへ-工の広場 (1909)

1291

BOHowaldtJibid･Jp･352･



マルガレーテンへ一二の住宅 (1909)

3_5_3.グミンダースドルフ

ドイツの伝統的な住宅様式を踏襲しながらもより機能主義的で,労働者のアイデンティ

ティ育成という目的に沿ったと言われているのが,ヴユルテンベルク州ロイト)ンゲンの

繊維工場ウルリヒ･グミンダー社によるグミンダースドルフ (Gmindersdorf)である｡

19世紀後半以来,労働者の確保とその住宅問題の解決は企業にとって共通の課題であった

が,ウルリヒ･グミンダー社の当主達は地方名士としての自負からもキリスト教的な社会

政策理念に関心を持っていた｡イギリス滞在の経験から労働者の住宅環境についての理念

を持つに至ったエミール ･グミンダー (EmilGminder)は,｢帝国自由都市ロイトリンゲン

は労働者のために劣悪でかつ高価な住宅しか提供してこなかった｣ 81としてクルップ社の

例を引き,ロイトリンゲン市と労働者コロニー建設の交渉を始める.グミンダーの理想に

よると,廉価で美的かつ健康な住宅地はコロニ-でもズイードルングでもなく,独立した

村 (Dorf)となるべきであった｡1903年,シュトウヅトガルトの工科大学で都市計画を教

えていたテオドール ･フィッシャーCrheodorFischer,1862-1938)が建築デザインを担当し,

48の家屋と商店,託児所,小学校,養老院等から成る一つの小規模な村の建設が始まる｡

｢モダンのハーフタイム｣とも呼ばれる第一次大戦前の 10年間は,実用派が次第に芸術派

の優位に立っていく時代でもあった｡1904年,芸術批評家グルリットは都市建築に関し,

｢目的に適ったものこそが真に芸術的かつ美的であり,裏に美的なものこそが目的に適っ

ている｣ 宜2というモットーを発表している｡フィッシャー自身も ｢建築家は衛生学者や社

会政策者の示す可能性を,最も廉価に,実用的に,また慎ましい条件下でも美しく実現さ

せる術を心得ていなければならない｣$3と考えていた｡グミンダースドルフもイギリスの

ガーデン･ヴィレッジを模範としており,住戸は大きくても4世帯住宅のコテージ様式だ

った｡質素で美しい建築を心がけたフィッシャーは,木組み,切り妻屋根,差し掛け屋根

といったドイツの伝統的な建築様式と都市型スタイルを折衷し,画一性を避けるため 18

ものモデルを作る｡伝統的なスタイルへの回帰は ｢フォルムと機能,美と日的,実用と芸

術の調和｣という彼の理念と相容れないものではなかった｡グミンダースドルフの住民の

81ibid･1P･332･

32schollmeier,ibid･Jp･51･

晋3HowaldtJibid･JP1341･
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多くは農村出身者であったし,労働者住宅が中産階級のための建築の亜流となることを避

けるためにも,農村的建築様式が住民の現実に合致したものだった｡また各ブロック内の

レイアウトは住民の交流を容易にするよう考案されていた｡

グ ミンダース ドル フの見取 り図 グミンダース ドルフの 2世帯住宅

(1988) (1903),1973年

クルップ ･コロニーとグミンダースドルフは両者ともイギリスの労働者住宅を模範とし,

労働者に実用的で健康的な住宅を供給しつつ職場以外での生活の満足感を与えるという目

標においても共通しているO外見的にもマルガレーテンへ-工とグミンダースドルフの差

違はさはど大きくはない｡しかし建築を世界観の表出と捉えていたフィッシャーにとって,

コロニー建設は労働者の生活の安定と労働力の再生産を図るという目的の枠を越え,｢互

いに心情を共有する住民組織｣創設84の試みだった｡グミンダースドルフは企業全体の労

働者に占めるコロニー住人の割合の低さと,労働者の再生産にさはど成功しなかったとい

う点において,クルップ･コロニーと比較するとその経営的効率は低かった｡しかし人間

の新たな共生理念の体現を目指したものとして,より進歩的に ｢人間生活の新たな理想の

追求｣に踏み込んだ試みであったと言われている. 85

社会改革者のヘルマン･シュミットは1910年,｢毎年多くの建築家や社会政策者がイギ

リスへ赴いて模範的なコロニーを見学し,賞賛するが,規模という点を除いてはイギリス

の例に決して引けを取らない労働者コロニーがドイツにも既に存在するのである｡第一に

挙げるべきは,ヴェルテンベルク州の我らが小さきグミンダースドルフである｡｣という言

葉を残している. 86

グミンダース ドルフの 2世帯住宅
(1905)

84ibid･lP･354･

85ibid.IP･353･

86ibidL'PL347f･
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3_6.コロニーと生活改革運動

テオドール ･フィッシャーは擬古典的建築から出発しながら 1900年頃に新しい様式の

模索を始めた建築家である｡彼の事務所にはブルーノ･タウトやシュトウツトガルト中央

駅の設計者として知られるバウル ･ボナ-ツがおり､共にグミンダースドルフのプロジェ

クトで働いていた｡またフィッシャーはリヒヤルト･リーマーシュミットが中心となって

手がけたEF園都市へレラウの建設にも参加しており､これらの若手を始めエーリヒ･メン

デルスゾーンやフ-ゴ ･へ-リング,ヴァルター ･グローピウスといった面々にも影響を

与えたと言われ,ぺ一夕一 ･ペ-レンスと並んでモダニズム建築史上の功績は大きい｡ま

た生活改革運動にとっても､フィッシャーおよびグミンダースドルフ建設は,相互に影響

を与え合う関係にあった｡

1900年頃,社会改革者や社会主義者達により ｢家庭生活の理想｣が語られ始めていた｡

｢幸福な人間存在の基盤は自宅と庭にある｣とする民俗学者,W ･H･リール (Wimelm

HeinriChvonRiehl)の著書 『家庭 (DieFamilie)』がこの頃教科書版として再版され,広い

読者層を得る.87リールは既に19世紀後半から田園礼讃によって知られた著作家であった0

8g ィギリスから帰国して ｢田園都市協会｣に参加したムテ-ズイウスも 1907年,｢唯一

の人間的な住まいは独立家屋であり,虚栄からの脱皮,率直な心情,正直さ,深みのある

精神生活は,独立家屋との相関関係にある｣と述べている｡宗9また郷土保護運動や芸術教

育運動等多くの生酒改革運動に関与した反ユダヤ主義的イデオローグ,バウル ･シュルツ

ェーナウムブルク90は,1903年に理想的な集落の建築について述べた 『村落とコロニー

(D6血 undKolonien)』を著している｡ 911907年にはハワードの 『明日の田園都市』がド

イツで翻訳出版され,入植運動の高まりもあって庭付き家屋を中心とする住宅地および共

同体の建設には大きな関心が寄せられていた｡しかし19世紀 ドイツの市民用住宅建築に対

する不満は大きかった｡ムテーズイウスは,イギリスのコロニー建築が ｢家庭的,小市民

狗,農村風の建築を経由して単純かつ自然で理性的な様式へ至る｣ことに成功したのと較

べ,｢ドイツの歴史主義は,騨士時代の理想か大邸宅のイミテーション｣に過ぎないと述べ

ている｡ 92真に実用的かつ理性的で,健康的な住宅様式を確立する必要があった｡

87Riehl･Wlhelm Heimichvon,DieFamilie･1855/1896JStuttgartJin:HowaldtJibid･Ip･354･

倉皇schollmeierlibid･IP･27･

89HowaldtJibidrJP･3541

90副島美由紀 ｢近代《病理》のイコノグラフィー:ナチスによる近代美術の (病理化)現象｣,

小樽商科大学 ｢人文研究｣第91韓,1996,P.189ff.同 ｢モダニズムが夢見たユートピア:

ドイツ田園都市建設の歴史 (1)一一世紀転換期の生活改革運動｣,小樽商科大学 ｢人文研究｣

第96韓,1998,p.201.

91schdze-NaMnburg∫Paul,D6rfenmdKolonien】KulturarbeitenBd･Ill,Hrsg.Kunstwart,M血chenJ

1903.

92schollmeierJibid.Jp･49･
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中産階級のための住宅
(川99)

r村落とコ｡ニーJに載った川世紀の住宅
(上)とフィッシャーのデザインによるグミン

ダースドルフの住宅 (下)(1903)

フィッシャーはシュルツェーナウムブルクを通じてムテ-ズイウスがもたらしたイギリl

ス建築に関する情報を得ており､また 『村落とコロニー』の中でシュルツェーナウムアルク

が ｢健康的農村建築｣と賞賛した18世紀の様式を,グミンダースドルフの住宅デザインに

取り入れている.グミンダースドルフは伝統的であると同時に進歩棺でもある ｢未来的伝

統｣創造の例として郷土芸術運動が称揚する対象となり,フィッシャーは郷土芸術運動の

推進者と称されるに至る｡またグミンダースドルフの様式は田園都市協会会長のカンプフ

マイア一にも賞賛され,20世紀の郷土芸術的建築モデルとして地方に広がっていった.93

そしてこの郷土芸術運動は徐々に 〃血と大地"のモットーを掲げる民族主義的なイデオロ

ギー色を強めていくのである｡

一方労働者コロニー自体は,労働契約に左右される賃貸契約やその家父長的体質に対す

る批判を受け,企業による経営という性格を変えつつあった.グミンダースドルフの5年

後に建設が始まった ｢田園都市へレラウ｣の場合,工場用地以外の土地を所有していたの

は ｢有限会社へレラウ田園都市協会｣と ｢ヘレラウ住宅建設組合｣の二つの公益団体であ

り､住民の大半も一般の市民であった｡企業とコロニーの関係は依存から共存へと性格を

変えていく｡

一方芸術にとってそのような共存は重要性を増していった｡1907年､芸術関係者の集ま

りから ｢ドイツ工作連盟DeutscherWerkbund｣が設立される.それは近代化による芸術と

産業の融合を目指す12名の芸術家と12の企業から成る同盟で､ベーター ･べ-レンスや

テオドール ･フィッシャー､フアン･デ ･ヴェルデといった気鋭の建築家が名を連ねてい

た｡へレラウのプロジェクトに参加した建築家達は皆 ｢ドイツ工作連盟｣のメンバーであ

93HowaldtJibid･Jp･3461･SchollmeierJibid.,p-271
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った.ヘルマン･ムテーズイウス,リヒヤルト･リーマーシュミット,ハインリヒ･テツ

セノウ,そしてテオドール ･フィッシャーである｡建築に ｢与えられた課産の内的な要求

を究めること｣を求めたムチーズイウスや,労働者住宅の住民に期待される性質として｢正

直,冷静,明朗,誠実,質素,自尊心｣等々を挙げていた94リーマーシュミットらの意気

込みは高かった｡リトミックの教育施設である ｢ダルクローズ学校｣の祝祭劇場の建設と

共同体による祝祭劇開催を含め,へレラウ建設の事業は ｢社会文化的な実験｣ 95と見なさ

るようになる｡

実際にはヘレラウ建設の5年後に勃発した第一次世界大戦が田園都市の状況を大きく変

えてしまうのだが､住宅改革運動はその後 ｢借家人保護法｣の整備や ｢田園郊外｣､｢ジー

ドルング｣の建設等､取り組みが多様化していくことになる｡

4.E･ハワードに先んじたドイツの田園都市構想

ドイツの田園都市建設運動は前述の通りイギリスにおける田園都市建設に触発される

かたちで約 100年前に始まったものである｡田園都市の理念を広める媒体となったのは

1898年に出版されたエペネザ一 ･ハワードの著書 『明日の田園都市』であり､彼の提唱し

た田園都市の建築プランは日本を含む諸外国にも紹介されて関心を呼んだわけだが､実際

には既にハワードの著書出版に先立つ 1896年に､ドイツの社会改革者がハワ一二ド構想によ

く似た都市改革プランを起草し､その名も ｢田園都市｣という副題を持つ著作として発表

を行っていた｡この事実はドイツ以外の国々では殆ど知られていない.『イデオロギーとユ

ー トピア』を著したカール ･マンハイムはユートピアの形式はそれが現れた場の歴史的 ･

社会的位置と相関関係を持つと述べたが､ 96 ドイツの社会改革者による理想の都市構想は

ドイツという特有の土壌に生まれたユートピアの範型として着日すれば､その社会改革構

想のドイツ的性格について興味深い視点が得られる｡かつ､それがヨーロッパにおけるユ

ートピア思想の系譜上に占める独特の布置も確認することができる｡よって以下において

は､ハワードに先んじて田園都市モデルを考案していたドイツの社会改革者の仕事とその

ユートピア思想の特徴を紹介したい｡

4-1.社会改革者テオドール ･フリッチュと土地改革論

社会改革者のテオドール ･フリッチュ(TheodorFritsch)は､柑53年ザクセンの農家に生ま

れた水車技師であった｡フリッチュが青年期を迎えた1870年頃から､ドイツでは産業革命

による社会の変貌やドイツ帝国の成立を背景に社会改革の風潮が高まっていたが､彼も経

済問題や生活改革に強い関心を抱くようになる｡そして業界紙 ｢ドイツの製粉業｣の発行

を手がけたことをきっかけに徐々に出版事業に熱中し､社会改革に関するパンフレットの

94Howaldt,ibid･,p.354.

95sarfertlibid･,p1221

96カール.マンハイム 『イデオロギーとユートピア』鈴木二郎汎 未来社 1968.p.214f.
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発行や何冊かの 自費出版を行った後､1901年にライブツイヒで ｢ハンマー出版社

(Hammerverlag) ｣を興す｡そ して同年から ｢ドイツ清神のためのハンマー新聞

(flammer-Blatter免rdeutschenSinn)｣という定期刊行物の発行を開始する｡｢ハンマー新聞｣

はその発行理念として "生活刷新のための提案"という性格を前面に打ち出しており､菜

食主義､禁酒運動､中流階級と手工業階級の地位の向上運動､土地改革､農業振興といっ

た､当時 ドイツで様々に興っていた生活改革運動のプロパガンダを多く紙面に掲げていた.
97

水車技師から社会改革者へと変貌を遂げていく過程で､フリッチュは社会的繋者､いわ

ゆる 〟持たざる者"の暮らしを困難にする要因として､土地の私有と大資本に着目するよ

うになる｡1894年 『二つの根本害悪 一 土地成金と証券取引Jl98を著して土地改革に関

する彼の最初の提案を行うが､ちようど1890年代は 1840年代に始まったドイツの住宅改

革運動が土地改革という根本的な視座を獲得 して国内外での植民やジードルング建設運動

へと拡大していった時代であった｡アメリカの土地改革論者､ヘンリー ･ジョージに影響

を受けたミヒヤエル ･フリュ-アシャイム(MichaelFlもrscheim,1843-91)らの急進的グルー

プによる ｢ドイツ土地所有改革同盟 (DeutscherBundfarBodenbesitzrefom)｣(1888年設立)

や､"土地改革の父"と呼ばれたアドルフ･ダマシュケによる穏健な ｢ドイツ土地改革同盟

(BlmddeutscherBodenreformer)｣(1898年設立)等､この時期に結成された土地改革グルー

プや住宅建築共同組合は数多い｡ 99 テオドール ･ヘルツカは 1889年に資本主義と社会主

義を折衷した植民の理想郷､『フライラントーある社会的な未来像｣】100を発表し､打フライ

ラント"という言葉は当時出版業界における流行語のようになったと言われているし､ lot

入植の理論家として知られるフランツ･オッペンハイマーも1896年に組合を設立して ドイ

ツ的村落共同体の復活を目指すジードルング運動を開始している｡

もとより自然法的発想としての土地の公有化論はプラトンの 『国家』以来常に存在して

いた｡19世紀末のドイツの土地改革諭者達が共通して訴えたのも土地の公有化､あるいは

土地を公共経済的財産として捉える地価の導入である｡フリッチュも同様に土地公有化論

者であったが､他の理論家達が地価という問題に焦点を絞ったり､あるいはヘルツカのよ

うにアフリカへの植民を想定して共同体経営の理想像を提示したのに対し､フリッチュが

行ったのは土地改革を伴う都市建設の提案だった｡1895年､彼はそれを 『未来の都市一田

園都市』 102という著書にまとめ､翌年自費出版する.ハワー ドの田園都市構想が発表され

る2年前のことである｡

97Phelps,ReginaldH.,TheodorFritschundderAntisemitismus.In:DeutscheRundschau,Nr.87,1961,

p.443.

98Fritsch,Theodor,ZweiGrundtibel:Boden-WucherllndB6rse.Leipzig,1894.

99Krabbe,ibid.,p.32f,

100Hertzka,Theodor,Freiland:einsocialesZukunRsbild,Dresden,1889.

101Baumgartner,ibid_,p.35.

102Fritsch,neodor,DieStadtderZukunR.Leipzig,1896. _
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4-2.̀ 未̀来都市"の様相

ドイツにおける土地改革運動の目的は急激な工業化がもたらした都市の劣悪な住環境の

改善であり､そこには新ロマン派的な田園回帰に傾 く契機も多くあったが､フリッチュの

改革論は社会の産業化や近代化を全面的に否定して文化悲観主義的になるのではなく､ ド

イツの都市機能そのものが変貌の時期を迎えているという認識から始まっていたO中世以

来のドイツの都市が防衛ということを目的とし､その日的に適った城壁等の構造を持って

いたのに対し､今や開放的な交通網を持った交易および産業都市を建設すべき時であると

いう認識である｡都市はまず中世的構造の制約から解放されねばならない｡ 103 しかし古

い構造に新たな機能を接ぎ木しようとしても不合理および不経済であり､かつ様々な弊害

を生む｡よって彼が提案したのは単なる住宅改善や都市の再開発ではなく､近代的な構造

を持ちほぼ200年先の未来を見越 してデザインされるような､新たな都市の建設である｡

フリッチュの構想による "未来都市"の形状は円形であり､同心円を描く7層の環状ゾ

ーンに分かれている｡ゾーニングは建築物の機能ごとに行われ､まず円の中心部は市庁舎

や博物館といった公共建築物が占める｡そして最も外側には農地等の緑地帯が広がる｡こ

れらの環状ゾーンの区分を示すのが図①である｡

〔ゾーンの区分〕

1.モニュメンタルな公共建築物

2.公的な性格を持つ建築

3.高級住宅地

4.住宅地あるいは商業用地

5.労働者住宅地あるいは中小企業地域

6.工業 ･倉庫地帯

7.農業 ･牧畜 ･ガーデニング用地

b c

的 1.I8川和･官iAItirtLErq

① 7層のゾーニング

各ゾーンは環状道路または緑地帯よって分離されており､郊外から中心部へとゾーン縦

断鉄道が走っているので中心部は都市のどの部分からもアクセス可能である｡農業ゾーン

の外側には環状鉄道もあり､鉄道と近隣の河川へと通じる運河とが都市と外界を結ぶ交通

手段となっている｡

この都市構想の特徴は都市が内側から外側へではなく､外側から内側に向かって成長す

るよう想定されていることだ｡図①で見る半径 a-Cの線上から都市の建設が始まり､しか

もa地点から中心部の C地点に向かって建設が進んでいくことになっている｡都市の建設

はまず運河あるいは鉄道の建設に適した場所を選んで第6ゾーンから開始される｡偏西風

を考慮して工場排煙の影響を受けない方向に第5ゾーンを置き､労働者用の住宅地が整備

される｡その後一般の住宅や商店街､公共建築ゾーンへと徐々に市街地が発展 していくの

である｡図②が示すように､第 1ゾーンまでを具えた最初の市街地は横形の形状をしてい

るO人口が増加するにつれてそれが扇型に広がり､徐々に半円､そして円形へと発展して

103 Fritsch,Theodor,ibid.,p19･
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くのである｡

約･3:屯eoi..･tbcr批加uuTLB,

②都市建設の初期段階

幽 固 陸封幽劉過 しー■_. Li 'll

抑0.6･加itlcさ6IobillnL.

③発展段階

このような都市建設の過程で最も重要なことは､鉄道､運河､道路の建設､電力､ガス､

上下水道の施設が最初から長期的計画によってシステマティックに行われることである｡

都市建設の際の指針は､美晩 効率町 機能的であることであり､104効率的な都市構造と

として二重構造を持った道路が紹介されている｡つまり地上の道路と平行して地下道を建

設し､そこに電気､ガス､水道等の供給網を配置すると同時に物資輸送網としても利用すI

るという案である｡

この未来都市の理想的な規模と人口についての言及はないが､都市が半円形を越えて円

形に成長するまでの期間をフリッチュは 150年から200年と想定していることから､ハワ

ー ドの小規模都市計画とは違って少なくとも中規模の都市計画であることが推測される｡

その際ゾーンの区分と形態は必ずしも厳格に構想通りである必要はなく､ゾーン内の建築

物には多様性が許容されるべきであるし､多角形の都市に発展する可能性もある｡また都

市が半円から円形へと展開していく段階で各ゾーンの幅が人口増加に応じて拡大し､最終

的には図⑤が示すように全体が螺旋を描きながら成長していくだろう､とフリヅチュは述

べている｡

的･8･一別叫亡nlL血(亡川血Mtl【rFtか岬abT'.

④二重構造の街路

104ibid･,p･8･
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機能性や計画性を重視する一方でフリッチュが強調しているのは都市の有機的な発展

ということである｡都市は交易と政治の中心であると同時に芸術 ･文化活動の中心でもあ

り､円の中央部に設けられたそのための機能と空間を充分に保持しながら発展成長してい

かなければならない｡市役所,美術館,オペラハウス,大学,図書館,聖堂等の建物を配し

たこの中心部には都市のオアシスとして充分な緑地と公園が必要であり､高級住宅地にお

ける家屋は一戸建てであることが理想とされる｡住民の健康ということを特に重視する未

来の都市では､快適な住空間を保証するために一般の住宅ゾーンでも各ブロックに中庭や

遊園地が配置されており､さらに外側の工場ゾーンは緑地分離帯によって住宅地と隔てら

れていなければならない｡この住宅を巡る緑地空間の多きによって､フリッチュはこの未

来の都市を ｢田園都市 (Gartenstadt)Jと呼んでいるのである. 105

｣し｢_｣ ｣

⑥住宅ブロック内の庭と公園

フリッチュの未来都市とハワードの田園都市構想には多くの類似点がある｡ハワードが

1898年に発表した理想の田園都市もやはり同心円設計であり､衝は環状道路によって5層

のゾーンに分かれ､その外側を環状鉄道が走っている｡市の中心部の公園と公共建築物､

住宅地の外側の工場地帯､それを囲む農業地帯等々は､フリッチュの未来都市とよく似た

構図を示し､その6分の1を示すダイヤグラム図⑧を見ただけでも両者の類似点は顕著で

ある｡

⑦半円段階の田園都市

105FHtsch,ibid･,p121.
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また､土地の公有化という点においてもこの二つの構想は共通している｡もとより私有

財産である土地の高騰こそが住環境悪化の元凶だと考えていたフリッチュは､土地の公有

化こそ郡市の健全な発展の前提条件であると考えていた｡フリッチュによると､土地所有

者による個人的利害と私有財産を巡る近視眼的な政策によって､都市はこれまで無秩序 ･

無計画に拡大してきた｡土地は自治体から住民への長期貸与というかたちで使用されるべ

きであり､この自治体による土地の管理ということがなければ健全な都市計画は可能とは

ならない｡フリッチュの提案によると､都市はまず土地を所有して場所ごとの地価と使用

目的に見合った賃貸料を設定する｡賃貸契約は 60,90,120年というスパンで行われ､住民

は毎年賃貸料を都市に納入する｡地価の漸次的上昇による安定した賃貸料収入により､都

市は自治体としての財源を確保することができ､地方税を徴収することなく住民に充実し

た公共福祉サービスを提供することができる｡しかも公時な受託によって建設される住宅

は衛生的にも審美的にも優れており､家賃は現在の都市の半分ですむはずである｡l∝ 共

同体による土地所有と地代の徴収ということに関してはハワードも同様の提案をしている

が､ハワードの田園都市の場合､土地は法的には出資者達による事業議人に属する｡この

事業法人はインフラストラクチャーを整備すると共に土地建物を所有して住民や企業に賃

貸し､家賃収入は自治体の (中央評議会)に委託されて公共施設の建設 ･維持に使われる

のである｡ 107ハワードの場合､田園都市は半公営という性格を持っているが､自治体によI

る土地の管理と貸与という点においてフリッチュの構想とハワードのそれは極めて似通っ

ていると言えよう｡

実は土地の公有化とい思想は本来ユ-トピア思想の根幹を成す要件の一つであるOプラ

トンの 『国家』以来殆どのユー トピア思想が､部分的な私有財産は認めても土地だけは公

有化されるべLという思想を貫いてきた.完全な土地公有化が理想だとすれば､ハワー ド

構想における半公営事業は トーマス ･スペンスやェドワード･ベラミーといった彼の先駆

者達の思想からの後退を意味しているが､都市の大きさを人口約3万という規模に限定し

て企業家の協力により土地を確保するという案はフリッチュのリベラルな構想より実行可

能性という点において優れており､現に彼の某に賛同する出資者を得たハワー ドの田園都

市構想は 1906年にレツチワースの建設という成功例を見たoフリッチュは現存する小規模

都市を改造して田園都市建築へと進めることも奨励していたが､彼の著書は殆ど反響を呼

ばず､1902年に設立されたドイツ田園都市協会もフリッチュの名には言及してもその構想

の内容には全く触れていないo108 ｢田園都市の父｣ 109としての功績はもっぱらハワー ド

106ibid.,p･15.

107Fritsch,ibid･,p.131

108 Kamp丘neyer,HanS,EbenezerHowardⅦlddieenglischeGartenstadt-Bewegung.In:Bollerey,

Franzigka,GerhardFehl,KriStianaHartmann(Ⅰ血sg.)ImGrむlenWOImen-imBlauenplanen.

Hambllrg,1990,p.100.

Kam p缶neyer,Hang,DiedeutscheGartenstadtbewegung.h:DiedeutscheGartenstadtbewegtmg.Berlin,

1911,p.3f
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に帰することになった｡ ､
∫

4_3. 理想都市計画の系譜

1898年に世に出たハワー ドの著作は実際には 1893年に書かれ,出版社が見つかるまで5

年を要したものである｡ 110 フリッチ立は自分こそ田園都市構想の起草者であるとしてハ

ヮ-ドの `̀剰窃"を非難しているが､111当時は農村から都市部-の急激な人口移動とそ

れに伴う都市の住環境の悪化が顕著な社会問題となっており､複数の人の頭に同じ解決策

が浮かぶのも自然な状況であったOハワード自身､エ ドワード･ギボン･ウェイクフィー

ルド､ トーマス ･スペンス､ハーバート･スペンサー､ジェイムズ ･シルク ･バッキンガ

ムらの改革案を挙げ､自らの案をその結合であると呼んでいる｡ ‖2

バッキンガムの理想都市

｢ヴィク トリア｣(1848)

汁

川日日小月
HHHHH川けr

'ウイトルウィウスによる理想都市の

型 (紀元前 1世紀)

そもそも理想都市のデザイン自体､ルネサンス以来の歴史を持っている｡『ユートピア』
ユルパニスムス

のように文学に記された社会の理想像ではないが､理想都市計画は都市構築術に主眼を置

いたユートピア思想の一形態態として独自の系譜を持ち､フリッチュとハワー ドの田園都

市構想はそのような伝統に連なるものである｡

放射状道路を持つ円形構造の都市形態は､ローマの建築家､ウイトルウイウスが紀元前 1

世紀に著した 『建築十善』の中に既に記されている｡113｢理想都市｣の時代となるルネサ

ンス期には､商工業の重視や火薬と大砲の発明によって従来の都市構造を刷新する必要性

が生じていた｡実際に建設に至った ｢パルマノヴァ｣を初め､建築家はこぞって幾何学的

109K拍ckemeyer,Thomas,GartenstadtaisRefbmmodell･Siegen,1997,p･32･

'm Hartmann,ibid･,p･33･

111Bergmann,Klaus,AgrarpolitikundGroJlstadtfeindlichkeit,Meisenheim,1970∫P･144･

112Howard,ibid.,p･103･

113川添登 『都市と文明』雪華社,1965,p.244.
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構造の理想都市像を措き､建築論も多く書かれた｡114 レオナル ド･ダ ･ヴィンチもそ

ピエ トロ･カタネオの理想都市

(1554)

J
LI,

ダ ,ヴィンチの理想都市の計画｡家と

二重構造の街路｡(1480-9D頃)

ヴイチェンツオ ･スカモッツイの理想

都市 (1615)

･恕十十-

デューラーによる城塞都市のプラ

ン｡F城塞,邸宅,村の防備計画に

関する講義J)(1527)より｡

の都市論の中で､用途によって上道と下道を使い分ける -フリッチュのそれとよく似た一

街路の二重構造化を提案している｡115

その後も都市の幾何学的な構築という考えは建築家やユー トピアンを魅了し続けた｡116

1606年に反宗教改革による抑圧的空気を厭うかのように書かれたトマソ ･カンパネッラ

(TomasoCampanella,1568-1639)の 『太陽の都』 117も7層の環状ゾーンから成る同心円構造

を持っており､また 1619年にはドイツの宗教家ヨハン･ヴァレンティン･アンドレ-エ

(JohannVdentinAn dreae,1586-1654)が､新教徒のためのギルド共産主義的なユートピアで

114 ヘレン･ロウズナウ 『理想都市 :その建築的展開』西川幸治監訳,鹿島出版会,1979】p.50.

】15レオナルド･ダ･ヴィンチ 『レオナルド･ダ.ヴィンチの手記(下)』杉浦明平訳,岩波書店 ,

1958,p.272_

116Bollerey,Franziska,Archtekturkonzept10nenderutopischenSozialisten･Berlin,1991∫P･104･

117 トマソ･カンパネッラ 『太陽の都』近藤恒一訳,岩波書店,1992.
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ある 『クリスティアノポリス』 118を措いている｡

パルマノヴァ(1593);スカモッツイのプラン

によりヴェネツィアの北西約 100キロに作ら

れた要塞都市｡実現された理想都市の数少な

い一例

｢太陽の都｣(1602)から想像され
るユー トピアの形

｢クリスティアノポリス｣(1619)

啓蒙思想の影響を受け､防衛的ではなく人間解放的な都市作りを目指したクロー ド･ニ

コラス ･ル ドゥー(ClaudeNicolasLedoux,1736-1806)や､フーリエ主義による理想都市､ま

たバッキンガムにも影響を与えたオーウェンの理想村落やそのアメリカでの実験場となっ

たフロンティア計画等､理想の共同体のかたちは常に人々の心の中でデザインされてきた

し､それらは互いに多くの類似点を見せる｡

llgAndreae,Joham Ⅶ entin,Cbristianopolis･,herausgegebenYonWolfgangBiesterfeld.Stuttgart,

1975.
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ル ドゥ-の理想都市,ショー (18
世紀末)

⑲フーリエ主義者の理想都市(1822)

オーウェンの理想村落 (1B18)

フーバーの労働着コロニー (1848)

オーウェンにより計画 されたイ lJノイ州の

ニュー = -ヽモニー (1824)

B･タウ トF都市の解体』田

園における労働共同体集落の

図

ドイツではオーウェンとフーリエに触発されたヴイクトール ･エメ ･フーバーが 1848

年に労働者の自主経営管理による住宅地建設を提唱した｡ 119 有機的な都市というより労

働者のための村落だが､ ドイツのジードルング構想の先駆けとなる｡美的で機能的な住宅

地作りという思想はその後も多くの建築家達によって弓｢き継がれ､例えば都市の区画ごと

の機能と交通網を考慮したゾーニングはコルビュジェの都市計画にも見ることができる｡

レツチワース建設によって成功例を見た田園都市構想は世界各国に広まり､田園都市や郊

119Hartma-,ibid･,p･22･
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外住宅地型の協 '#J好 が建設されたが､ 120ユートピアン達が歴史的にその理想要件の根

幹としてきた土地の公有化という思想においては､ハルトマンも指摘する通り121田園都市

構想は継承されていかなかったと言わざるを得ない｡

コルビュジェによるアルジェリアのヌ

ムール計画 (1934)'

東京,田園調布全体計画図 (1922)

ハワー ドの影響を受けたオランダ

の田園都市構想 (1505)

きた土地の公有化という思想に

おいては,ハルトマンも指摘す

る通り31本来の田園都市構想は

継承されていかなかったと言わ

ざるを得ない｡

4-4. `̀未来都市''と反ユートピア ･反ユダヤ主義

従来指摘されている通り､多くのユートピアは自らの内に反ユートピアへ逆転していく

要素を学んでいる0 122 プラトンの 『国家』における体制維持的要素､モアの 『ユー トど

ア』に透けて見える優性思想､19世紀束のベストセラーとなったベラミーの 『顧みれば』

における国家統制等々､そこには自由と平等の場として我々が想像するユー トピアとは相

反する契機が隠されている｡フリッチュの ｢未来の都市｣も例外ではなく､それが彼の田

園都市構想が当時の社会改革者達によって黙殺された理由であると言われている｡

7つの層にゾーニングされた ｢未来の都市｣は､実ははっきりとした階層秩序を示す｡

中で最も重要視されている中心部には聖堂や美術館､公的な施設が集められており､その

120日本では1907年に田園都市の理念が紹介されたが､むしろ郊外住宅地として解釈された観

がある｡東秀紀 『激石の倫敦､ハワードのロンドン』中央公論社,1991,p.174ff.

121Har血am,ibid.JP134･

122川端香男里 『ユートピアの幻想』講談社,1993,p.78.
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｢古典地区｣は ｢聖なる部分｣ 123と呼ばれ､特別の地位を占める｡また住宅地にも階層が

あり､｢裕福な人々には高級な住環境を提供すべき｣ 124だという考えよって準備される高

級住宅地はより中央に､また労働者階級の住宅地は周辺に位置している｡階層秩序によっ

て裏打ちされたフリヅチュの価値基準は､街が螺旋状に発展してゆく段階において ｢価値

の少ないものを外側に追いやりながら有機蜘 こ成長する｣125といった表現に表れている｡

このことは中央に公園を配して殆ど階層秩序を持たず､住民の協力的精神を基盤とした自

治体を目指 したハワー ドの田園都市とは明確な相違を示すO

都市計画が現存する社会秩序の保持を志向する例はルネサンスの理想都市にも見られ､

126ダ ･ヴィンチもその都市論の中で ｢人民はすべて服従し､その上流階級によって動かさ

れる｣ 127と説いている.また 1848年に発表されたバッキンガムの ｢ヴィクトリア｣構想

においても7層の同心円ゾーンが社会階層に従って配置され､ 12gバッキンガムの理想が

その時代の社会秩序を忠実に実現することにあったことが窺われる｡フリッチュの場合､

″秩序"の偏重に加えて見受けられるのが民族主義志的志向である｡『未来の都市』の中に

繰り返し登場する "秩序","理性","美町'といった言葉は､ひとたび "ドイツ的"と

いう言葉が登場しただけで ドイツ的な価値観の裏打ちを露呈させる｡実は 『未来の都市』

において明確な民族主義約言表が成されるのは-カ所のみであるが､『未来の都市』出版の

翌年に補遺のようなかたちで発行された小冊子 『新しい共同体』 129には､フリッチュの民

族主義と優性主義130がはっきりと打ち出されている｡彼が提案する新しい共同体において

は､倫理的 ･身体的健全さを基準に選ばれた住民達が ｢自由で曇りのないドイツ精神文化

の発展｣ 131を目指すのである｡ ドイツ田園都市協会がフリッチュの提案に殆ど言及せず､

はっきりと距離を取ったのは､むしろこのようなイデオロギーに対する警戒からだったと

言われている｡ 132今日では殆ど忘れられた存在とも言えるフリッチュだが､実は彼は世

紀転換期の重要な反ユダヤ主義イデオローグの一人であった｡

123Fritsch,ibid･JP,21･

124ibid･,pl10･

125Fritsch,ibid.,p.12f.

126川添萱 ,同上 p.244.

127 レオナルド.ダ･ヴィンチ,同上 p.269.

128へレン･ロウズナウ,同上 p.152.

129Fritsch,Theodor,NeueGemeinde･Leipzig,18971

130優生学的都市構想はイギリスにも存在しており､科学者の フランシス･ガルトン(SirFrancis

Galton,1822-1911)が1910年に発表した ｢何処か知らず郷oCantsaywhere)｣の構想では､進化

論的な意味で優秀な人種が田園都市から生まれると説かれている｡(cf,Voigt,WolfBang,Die

GartenstadIalsellgenischesUtopia.In:Bollerey,Franziska,GerhardFehl,KriS也amHartm批1

(prsg･)lm G畑IlenWOhnen-imBlauenplanen.Hamburg,1990,p301-314)0

131Fritsch,ibid･,p･7t

132Hartmann,ibid･Jp･33･
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フリッチュの社会意識が形成された 1870年代は､ユダヤ人市民権の確立や株価の暴落､

東方ユダヤ人の流入等を背景にして近代反ユダヤ主義の第一波が起こった時期である｡ト

ライチエケやチェンバレンといった著名な学者や政治家が反ユダヤ主義を鼓舞するように

なり､フリッチュも社会改革と同時に反ユダヤ主義に傾倒していく01887年に 『反ユダヤ

主義者の教理問答』を自ら出版して以来､1933年に没するまで約 40冊の著作を著してい

るが､その殆どが 『贋神ヤハヴェの証明』 133や 『ユダヤ人の成功の秘密』 134といった反ユ

ダヤ思想の喧伝書である｡中でも 『反ユダヤ主義者の教理問答』を改訂した 『ユダヤ問題

の手引書』 135は､1919年から44年までの間に49版を重ねるほど多くの読者を得た｡これ

らの著作は歴史的解説やユダヤ教義の紹介といった学問的な粉飾を施 してはいるが､基本

的に -̀ユダヤ人は ｢人種的変種｣､｢劣等民族｣ 】36であって人類全体にとって有害な存在で

あるMと説く誹番の書である｡また､前述の 『二つの根本害悪 一 土地成金と証券取引』

で扱われている財産と土地所有の偏在という問題も､フリッチュのプロパガンダの中では

大都市住民に見られる倫理的堕落と共に ｢ユダヤ禍｣と結びつけられ､最終的に ｢不可視

の支配者｣であるユダヤ人の影響を排して下イツ民族の没落を防がねばならないという論

旨に発展 してゆく. 137 これらの害悪から自由な､健全な都市作 りの提案として著された

のが 『未来の都市』である｡

『ユダヤ問題の手引書』が 1931年に30版を重ねた時､版元のハンマー社が発行する｢ハI

ンマー新聞｣にヒトラーが次のような推粛文を寄せている｡｢私はウィーンにおける青年時

代の早い時期に,既にこの本を熟知していた｡私はこの本が国家社会主義杓反ユダヤ主義

の運動を準備するのに特別の貢献を果たしたと確信する者である｡(…)この手引がさらに

版を重ね,いつか一家に一冊具えられることを望む｡｣ 138 また､同年の ｢ハンマー新聞｣

に載った当時のナチ党宣伝部長､グレゴール ･シュトラツサーの以下のような発言には､

フリッチュの影響力の大きさが窺われる｡｢これまで 2000回にも及ぶ集会を重ねるうち,

私はフリッチュによって民族主義思想を学んだという人間に何百となく会ってきた｡彼ら

は今日我々の国家社会党の地方組織で堅固な基盤を形勢している人物達である｡｣ 139

しかしフリッチュのイデオローグとしての活動は著書の出版や新聞の発行によるばか

りではなかったo彼の出版社である ｢ハンマ一社｣は書物の出版のみならず ｢ユダヤ人の

店で買うな!(Kau丑nichtbeiJuden!)｣といった反ユダヤ的スローガンを掲げるポスターやフ

ライア-の類が大量に印刷 ･配布される拠点でもあった｡｢1890年7月以降､ライブツイ

133Fritsch,Theodor,MeinBeweis-MaterialgegenJhhwe,Leipzig,1911･

134Fritsch,neodor,DasRatseldesjBdischenErfolges,Leipzig,1919.

135Fdtsch,Theodor,HandbuchderJudenfrage･Hamburg,1919･

136Fritsch,ibid･,p,7･

137Fritsch,neodor,DieS血denderGroJl五na拡 ･Leipzig,1927,p16f･

138phelps,ibid.,p.448･

139phelps,ibid-,p･448･

平井正 『ドイツ悲劇の誕生 〔2〕ダダ/ナチ 1920-1925』せりか書見 1993.p.428.
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ヒからは毎日3,4千のプライア-が世に送り出されていた｣140という記録がある｡ハン

マー出版社のメディアが発するこれらのプロパガンダが､世紀末からヴァイマール時代に

かけて第二波と呼ばれる反ユダヤ主義の高まりを醸成したことは容易に想像される｡

そして社会改革者フリッチュのもう一つの側面は､共同体指導者としてのそれである｡

まずは 1907年に ｢ハンマー新聞｣の読者の中から ｢ドイツ刷新共同体(Deutsch

Emeuenmgs-Gemeinde)｣が結成され､ベルリン北西に位置するプリグニッツで "郷里"杏

意味する ｢ハイムラントPeimland)｣という名のジー ドルング建設が開始される｡ 141『未

来の都市』および 『新しい共同体』における構想を実現する場､そして "地と大地"のイ

デオロギー発現の場が出来したわけである.1910年代には既にハワー ドとドイツ田園都市

協会の活動により｢田園都市｣という概念が普及し､田園都市建設活動も始まっていたが､

フリッチユによると ｢彼等の意味するものは､庭を持った一戸建ての高級住宅地といった

ものにすぎず｣､｢ハイムラント｣のプロジェクトこそが土地改革を伴った理性的土地共同

体として有機的な ｢田園都市｣へと発展していくはずであった｡ 142｢ハイムラント｣プロ

ジェクトは最終的には失敗に終わるが､団体としての ｢ドイツ刷新共同体｣は後に秘密結

社的な ｢ゲルマン騎士団(GemanenOrden)｣を下部組織として持つ ｢帝国ハンマー同盟

終eichshammerbund)｣に成長し､ヴアイマール時代に入るとそれぞれが ｢ドイツ民族攻守

同盟｣と｢トウーレ協会｣に吸収される｡｢ゲルマン民族主義イデオロギーの信じ難いコンl

グロマリット｣143とも言われる ｢ゲルマン騎士団｣の機関誌 ｢ルーネンPuneA)｣は､この

時 ｢フエルキッシヤー ･ベオーバハタ- ｣と名を変え､それが 1920年にナチ党に買収さ

れてナチ党機関紙となるのである｡ 14440冊以上の著書を世に残したフリッチュの著作家

としての活動は実は理想の共同体を設立 ･運営するための手段に過ぎず､共同体指導者と

して行使したカこそ彼が反ユダヤ的民族主義の展開に及ぼした最も危険な影響であったと

言われている｡ 145

フリッチュ自身は ｢ドイツ民族自由党(Deutschv61kischeFreiheitspartei)｣ 146の帝国議会議

員だったのでナチ党とは直接の関わりを持たなかったが､1933年にフリヅチュの葬儀が名

誉国民的な扱いで行われた時､ナチス政府の内相ヴイルヘルム ･フリックが ｢フリッチュ

の著作は,闘争のための最初にして貴書の装備であった｣という弔辞を寄せており､ユリ

ウス ･シユトライヒヤーは ｢いつかドイツの子供達は､フリヅチュがドイツ民族の救済､

140 Greive,Herm arul,GeschichtedesmodemenAn tisemitismusinDeutschland･Darmstadt,1988,pl70･

141 7リッチュは 『未来の都市』第2版(1912)の後記中でも ｢ジードルング協会ハイムランド

(Siedlungs-genossenschaftHeimiand)｣への参加を呼びかけている｡

142Fritsch,DieStadtderZtikunR,p･32.

143 Greive,ibid･,p･107_

144平井正,同上,p.63.

145 文献7,p.445.

14古1893年に ｢反ユダヤ主義ドイツ社会党(An tisemitischeDeutsch-SozialePartei)｣としてや ｢ド

イツ社会改革党peutsch-SozialeReformpartei)｣を経由している｡Greive,ibid.,p-68f.
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ひいてはアーリア人種の救済に貢献したと言うだろう｡｣という賛辞を贈っている.147歴

史家のR･フェルブスは､フリッチュを ｢おそらくヒトラー以前の最も重要な反ユダヤ主

義者｣ 148と呼んでいるが､反ユダヤ主義のイデオローグとして多面的に活躍したシュルツ

ェ-ナウムアルクやアルフレート･ローゼンベルクと同様に､フリッチュもナチスの文化政

策に対して直接 ･間接的に様々な影響を与えた人物であることに間違いはないだろう｡

4-5. 田園都市構想から国家構想へ

しかしその民族主義的志向にも拘わらず､フリヅチュの田園都市構想がそれ以前の理想

都市計画を集約するような仕事であったことは否定すべからざる事実であり､その意味に

おいてそれは従来以上の評価に値するものである｡ 149 またハワードの田園都市構想が自

治体経営のための提案であったのに対し､フリッチュのそれは国家構想へと拡大していく

射程を明確に持っていたことも考察に値する｡フリッチュは田園都市を､国家を形成する

共同体のユニットとして考えていた｡そのことは 『未来の都市』の後半部で彼が都市住民

の健康に言及するとき明らかになる｡フリッチュによると､高額な家賃に起因する-家屋

の狭除さや居住者数の多さ､それに比例する死亡率や婚外子出生率の高さ､結婚や健全な

家庭生活へ至る困難は結果的に国民的 ･国家的な損失を招く｡所有地の売買が禁止されて

いるイギリスの住環境が良好な国家経済の基盤となっているのとは対照的である､と彼は

説く｡ 150住環境の問題は最終的には国家的な問題であるが､国家というものの抽象的な性

格故に真に実行可能な国家規模の改革を提案する者は少ない｡それは問題の表面のみにと

らわれてその根源にある ｢土地｣を見ないからであり､従ってまず都市レベルにおける改

善策､つまり田園都市の建設から着手することにより漸次的に国家の理性的な再建への道

を歩むべきだ､ 151というのがフリッチユの結論である｡

ナチス時代の都市構想(1935) ナチス時代の理想的村 落 プ ラン

(1939)

147phelps,ibid･,p･4491

14iibid･,p1443･

149Muthesius,Stefan,DasenghscheVorbild･MQnchen,1974,p･162･

15OFritsch,ibid･,p･28･

151ibid.,p.29.
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『未来の都市』が書かれた 1890年代のドイツでは､急激な都市人口の増加による出生

率の低下や疾患の増加､犯罪率の上昇やハンブルクにおけるコレラの流行等が同時に起き

ていた. 152そして ｢健康｣というイデオロギーが形成され始め､健康食品の製造や菜食主

義コロニーの建設､ 153 また公的な機関による衛生面でのインフラス トラクチャーの整備

が始まっている｡ 154 ｢健康問題｣は ｢国家的問題｣となりつつあった｡フリッチュにとっ

ても共同体経営の目標は､出自の定かならぬ大資本と文化的影響を排して中流階級のみか

ら成る健全で平等な国家を建設することになる｡それが彼にとっての ｢理想的な範型とし

ての国家｣であり､プラトンに倣って言うならば､それを見んと欲しまたそれを望む者達

にとってはおそらくその国はドイツという精神風土上に存在したのだ｡ナチ党は政権掌崖

翌年の 1934年､国内の様々な住宅改善運動組織を全て統括 して ｢労働戦線住宅局

peinstattensamtderDeutschenArbeits丘ont)｣を作っている｡ 155

フリッチュの田園都市構想を､ユー トピアと同様に現実超越的方向性を持つが ｢真に革

命的な機能は持たず現存する存在秩序に有機的に組み込まれるものとして｣､ 156 ぁるいは

個人の思想の産物ではなくむしろ集団的意識に属するものとしで 57ユー トピアではなく

イデオロギーの体系に分類することは可能である｡しかし何を革命的と呼ぶかは存在現実

のどの段階に基準を置くかによって流動することはマンハイムも認める通りであるし､ 158

個人的思想であるユートピアもその個人の社会的基盤に基づいているという点においては

集団的とも言える｡ 159 フリッチュの存在超越的思想を実に個性的にしているのは､その

ドイツ的イデオロギー性よりも､むしろユー トピア思想に特徴的な観念が複合的に表れて

いる点である｡

『ユー トピアの系譜』を著 したルイス ･マンフォー ドは､近世のユー トピア像の変遷を

記述する際､｢田舎の大邸宅｣､｢石炭の町｣､｢国家的ユートピア｣という3つの主要な観念

を挙げている0 160｢田舎の大邸宅｣は､人が防衛のために城壁を築くことをやめ､個人狗

自由を享受しようとLで快適な郊外へ住むことを望んだ時代､つまり中世社会の秩序が近

代社会のそれに変貌しようとする際に生まれたユー トピアのパターンであるO｢石炭の町｣

というユー トピアは産業時代の産物であり､個人的ユートピアの欠陥を ｢集合的代表制｣

152Krabbe,ibid･,p･22fl

153Batmgartner,ibid.

副島博彦 ｢世紀末エデンの園｣In｢あもるふ｣第3号 東京工業大学 ドイツ語教皇 1997.p31-45.

154長谷川章 『世紀末の都市と身体』ブリュッケ,2000,p.48.

155Ha血er,Thomas,Eigenl1eimtmdXleinsiedlung.h:Kahler,Gert田rsg.),GeschichtedesWohens.

Bd･4･1918-1945･Stuttgart,1996,p.584.

156 ヵール ･マンハイム,同上 p.202_

157川端香男旦 同上p.3lf.

158 ヵール ･マンハイム,同上 p.207.

159 ヵール .マンハイム,同上 p-214.

160･ルイス .マンフォード,『ユートピアの系譜』閑裕三郎訳,新泉社 2000,p.189ff.
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という制度で償おうという精神に裏打ちされている｡製品の生産と販売を都市活動の中心

とし､蓄積された資本の公正な分野という目標を持っていた｡｢国家的ユートピア｣は上記

の二つを結び合わせる結合組織であり､｢国民国家｣の社会神話であるOマンフォードによ

ると ｢石炭の町｣と ｢田園の大邸宅｣との和解は､同一社会内の他の集団との共通性を強

調するために ｢他のユートピア国家からの侵略の危険性を常に喧伝することによって｣ 161

行われる｡フリッチュのユートピアは工場の設置を起点に置く産業都市でありながら田園

の快適さを保持する田園都市であり､かつそれが最終的には国家構想であるという点にお

いてハワードその他の理想都市構想とは一線を画するものである｡マンフォー ドは ｢ユー

トピア的国家｣を｢奇跡同然｣､｢紙上の世界の完成に過ぎぬ｣ものとし､上記の和解が ｢実

施される道具立てを一層注意深く調査してみるとしたら､さぞかし興味深いことであろう｣

と言っているが､ 162 フリッチュが提唱した類のユートピアの虚偽性は､実現の段階に至

ると興味深いでは済まされなかったことは歴史が示す通りである｡ユートピア思想とそれ

が誕生した社会の性格との結び付きを言うならばフリッチュの田園都市構想は国家社会主

義が生まれる途上のドイツ社会に特徴的な現象であったことは言を待たないが､フリッチ

ユの都市ユートピアは1記の3段階のユートピア要素を個体発生的に具有している点にお

いて個性的と呼ぶに値するものであり､それは理想社会の探求であるユートピアの系譜上

により強く記憶されるべきものであろう｡

しかしドイツ田園都市協会がフリッチュの思想とは距離を取ったとは言え､その後の活

動において民族主義思想から全く自由であったわけではない｡ドイツ最初の田園都市であ

るへレラウの共同体にも国家社会主義思想が徐々に介入していったことは､やはり無視で

きない事実である｡

5.田園都市へレラウの誕生

5-1. `̀へレラウの子供たち"

アメリカの作家アプトン･シンクレアのピュリッツァー賞受賞作品に､ナチス支配下の

ドイツを扱ったシリーズ 『世界の終わり』と 『竜の歯』 163 がある｡主人公のアメリカ人

青年は少年時代の一時期をドレスデン郊外のへレラウで過ごし､地元の子供たちと共に学

び､年に一度開催される祝祭週間を体験する.その時上演されたグルックのオペラ ｢オル

フェウス｣を見て彼が感銘を受ける場面を､シンクレアは次のように締めくくっている｡

｢いずれ必ずへレラウの子供たちの中から未来のオルフェウスが現れ､人々の感覚を魅了

し､精神を鼓舞し､貫欲や憎悪の嵐を鎮めるだろう｡そして戦争は避けられるだろう｡国

家間の戦争のみならず､ヨーロッパを引き裂こうとしている苛烈な階級闘争までも｡ダル

クローズ学校の富裕階級の生徒たちは､工場地区である郊外の労働者たちの子弟と肩を並

161ルイス .マンフォード,同上,p.214.

1̀2ルイス ･マンフォード,同上,p.210.

163 SinclaiT,Upton,World'send,NewYork,1940;Dmgonrsteeth,NewYork,1942.
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ベて一緒に踊っているではないか.ミューズの神殿の中には階級も国民も人種もない｡あ

るものはただ､美と歓喜の夢を抱いた人間性のみである｡それが 1913年､芸術を愛する者

皆の信念だった｡それがこの明るい牧場の上に建つ高くて白い神殿で教えられていた信条

だった.この幸運な薪 宅の日々に､文明の発展は必然となり､不可避となった｡｣164

`̀へレラウの子供たち"とは､1909年に建設されたドイツ最初の田園都市に育つ子供たち

のことである｡ヘレラウは労働者に良質の住宅を提供すると同時に自立した自主管理的共

同体を作り､さらに芸術教育によって "新 しい人間"を育てるという希望のもとに建設さ

れた.また芸術家や作家たちが住み集うことによって生まれたへレラウの芸術家コロニー

は､新たな文化の発信地となることを目指して意欲的に活動していた｡へレラウの子供た

ちは､ダルクローズ学校でリトミック教育を受け､ ドイツ工芸工房で工作を学び､皆が庭

付き住宅に住むという恵まれた住環境で育つ子供たちであった｡シンクレアは実際 1913

年の祝祭週間にへレラウを訪れて芸術家コロニーに住む作家たちと交流を持っている｡経

済 ･社会改革運動の指導者でもあった彼がこの生まれたばかりの田園都市に滞ちていた期

待や高揚感を人々と共有したであろうことは､上記の筆致からも容易に想像することがで

きる｡へレラウに集った人々は､｢新たな人生哲学と改革志向の時代､総合的な人間性探求

と計画的な芸術教育の時代｣ 165の到来を感じていた｡

田園都市運動は､産業革命の過程において悪化 した都市の住環境を改善し､疲弊したI

人々の人間性を回復し､健康で快適かつ公正な社会生活を構築しようとする総合的な社会

改革である｡それはまた工業を否定することなく農業や自然と併存させ､かつ芸術活動を

奨励することによって人間的な生産社会を創ることを目指した､言うなればモダニズム時

代におけるユー トピア像の一つの顕現であった｡

ヘレラウの建設はドイツにおける田園都市建設運動の最初の実例として記録されるの

みならず､その個性的な芸術教育運動との結びつきにおいても特筆されるべき出来事であ

る｡また二度の大戦とナチズムの台頭､東西ドイツの分断という歴史の奔流に翻弄されて

理想の実現が阻まれたことのことの悲劇性においても､へレラウの名は記憶されるべきか

もしれない｡いずれにしても生活改革運動の代表的な結実の例として､へレラウの歴史は

個別的に記述する必要がある｡

5-2. カール ･シュミットとドレスデン･クラフト工芸工房

イギリス最初の田園都市レツチワースの建設に出資したのはチョコレー ト会社のキヤ

ドバリーと石鹸会社リヴァ-の二つの企業であったが､へレラウの言わば生みの親となっ

たカール･シュミット匹arlCamilloSchmidt,187311948)もやはり家具工場を興した企業家だ

った｡シュミットはケムニッツ近郊の織物職人の家庭に生まれ､親族に椅子の製造者がい

たこともあって 10才の頃から家具職人になることを夢見て育つ｡ケムニッツで徒弟時代を

164 Sinclair,Vpton,World'send,p.5.

165 R血g,Rei血 d,Dasverklarte,dasrealeunddasbei印ielhafteHellerau,in:Ring,Reinhard

O丑sg.),HellerauSymposion,Remscheid,1993,p.119.
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過ごした後､ドイツの職人的伝統に則って北ドイツ､デンマーク､スウェーデン､ロンド

ンへと修行の旅に赴き､起業家精神や機械化された生産方式を学ぶ｡特にロンドン滞在中､

キヤドバリー社の進歩的な労働者コロニーやアーツ･アンド･クラフツ運動に影響を受け､

また産業革命の社会的問題点や大量生産の問題点を目の当たりにして､家具工場の将来的

責任は効率､芸術性､労働の社会的側面の3点を向上させることであり166､製作自体の課

題は工業と芸術の融合を図りつつ素材と目的に適った家具を製作することであると考える

ようになる｡ 167 そしてドレスデンに帰ってマイスターとなった後､1898年に協力者を得

て家具製作会社｢ドレスデン･クラフト工芸工房 (DresdnerWerkstatten血rHandwerksknust)｣

を興すのである｡

カール･シュミット,

1909.

｢ドレスデン ･クラ フ ト工芸工
房 ｣ による家具,1901.

｢ドレスデン｡クラフト工芸工

房｣の従業員,1906.

当時のドレスデンではちょうど工芸に関する関心が高まりつつあり､工芸博物館におい

て装飾や工芸の様々な展覧会が開催されていた｡シュミットは建築家や芸術家との共同作

業を重視して社員に展覧会やコンペへの参加を奨励し､1900年の住宅展示会コンペではク

ラフト工芸工房が賞を取ることになる｡課題はドイツ風で質素な市民用住宅のデザインで､

居間 ･寝室 ･台所の内装全体を750マルクで仕上げることが条件だった｡1890年代は低所

得者用住宅の建設が建築家の課題として認識され始めた時代であり､ベルリンでも初めて

の ｢労働者住宅設計図展示会｣が1892年に開かれている｡また ｢芸術の番人(Kunstwart)｣

｢装飾芸術PekoradveKunst)J｢ドイツの芸術と装飾PeutscheKunstundDekoration)｣とい

った雑誌が外国の模倣に依らない芸術を奨励し､装飾がユーゲントシュティールを志向すI

る一方で建築は機能的で質実な美を求めていた｡シュミットの存在と彼の工房は業界でそ

の名を知られるようになり､同様の理想を抱く文筆家や建築家たちとの交流が始まる｡中

でも彼の最も重要な協力者となったのが､ミュンヒェン出身の画家兼建築家で 1900年当時

ユーゲントシュティールの限界を見極めニュルンベルクで低所得着用住宅のデザインを手

がけていたリヒヤルト リーマ-シュミット(mchardRiemersclm idt,1868-1957)で､彼は後

にへレラウの主要なデザインを手がけることになる｡さらに7年間の英国滞在経験を生か

166Fasshauer,MichaelDasPhanomenHellerau,1997,Dresden･p･15.

167peschel,Peter,KarlSchmidttmdseineWerkstatten氏rHandwerkskunst,in:DresdnerHeRe,Jrg115,

HeR51,Dresden,1997,p.4.
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して一戸建て建築に関する著書を著 していたヘルマン ･ムテ-ズイウス(Hern an

Muthesius,186111927)やトリーアの専門学校で建築を教え､やはり小規模住宅に最大の関心

を抱いていたハインリヒ･テツセノウ(HeinrichTessenow,1876-1950)がそれに続くことにな

るOまた思想面における重要な支援者となったのは後にヴアイマール憲法の起草者となる

政治家のフリー ドリヒ･ナウマン(FriedrichNatLmann,1860･1919)である｡ナウマンは 1896

年､α土地改革の父"と呼ばれた社会改革者のアドルフ･ダマシュケ等と共に国民社会協会

(derNationalsozialeVerein)を結成しており､特にキリスト教精神に基づいた社会改革のプロ

パガンデイストとして活動していた｡芸術教育運動にも関わると同時に DGGの会貞でも

あり､1904年からは帝国議会議員となっている｡

そのような芸術関係者の集まりから､1907年に前述の ｢ドイツ工作連盟Peutscher

werkbtmd)｣が設立される.芸術と産業を結合させた成功例としてその名を知られていた｢ド

レスデン･クラフト工芸工房｣にその事務所が置かれ､シュミットの工場は進歩的な建築

家 ･工芸家たちに連携の機会を提供する場となる｡芸術教育にも関心のあったシュミット

が企業の教育実践としてまず実践したのが工場内の職人養成であったが､従来の徒弟制度

のもとでは真に個人的な創造性を滴養することは困難であると実感するに至り､ 16g代わっ

てより大規模な事業計画が誕生することになる｡

5-3. へレラウの始まり

ドレスデン･クラフト工芸工房は成長して 1906年には 250名の従業員を数えるように

なり､しかも翌年 ｢ミュンヒェン家具工房(MdnclmerWerkstatten瓜rWolmungseimichttlng)｣

と合併して ｢ドイツ･クラフト工芸工房PeutscheWerkstattenfiirHandwerkskunstGnbH)｣

となる｡工場新築の必要性に迫られたシュミットが ドイツ工作連盟の仲間に相談したとこ

ろ､皆が揃って提案したのが田園都市の建設であった｡シュミットがそれからドレスデン

郊外に適切な土地を見つけて73人の地権者と買い付け交渉に入るまで､さほど時間はかか

らなかった｡2つの村落を統合した新たな地所は､シュミットによって "へレラヴ'と名

付けられる｡彼は以下の3点を田園都市建設における自分の責務と考えていた｡工場を建

設して安定した労働の場を提供すること､良質の住宅を労働者に提供すること､そして田

園都市構想に賛同する工場労働者以外の多様な住民を勧誘し､文化的 ･社会的に自立した

共同体を作り上げることである｡シュミットがまず計画したのは ｢ドイツ･クラフト工芸

工房｣の工場と社屋､社員の住宅として 100戸の家族用住居､独身者用の寮､市民層を対

象とした中規模住宅の建設で､後の計画として商店や医院の誘致と幼稚園やサナトリウム

の建設が予定されていた｡

住民を募って理想的な共同体を創るためには田園都市構想に対する周囲の理解と賛同

が不可欠であ?たが､ちょうどその年ハワードの著書が翻訳されてドイツ語で読めるよう

になり169､シュミットの周りの多くの人々が彼の田園都市建設計画に関心を示すようにな

168Fasshauer,ibid.,p.53.

169Howard,Ebene2ier,StadtinSicht,Jena,1907.
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る｡彼らの討論はウィーンの建築家オツト ヴァ-グナ-の伝記を著した芸術史家のJ･A･

ルクス(JosephAngustLux)によってまとめられ､｢これは空想上の話でも理想論でもなく､

冷静で現実的な考察である｡｣というコメントと共に本として出版されるほどであった｡ 170

シュミットの計画実現にあたり､最も強力な推進役となったのが ｢ドイツ工作連盟｣の秘

書役を勤めていたヴオルフ･ドールン(WolfDohrn,1878-1914)である｡ドールンはナポリの

水族館を設立した海洋学者のアントン･ドールンを父に､歴史書の翻訳を行う白ロシア人

女性を母に持ち､ナポリの学際的環境のもとに育ったコスモポリタンであった｡彼の再従

兄弟にはヴイルヘルム ･フルトヴェングラーがいる｡ドイツで文学 ･美学 ･哲学 ･経済学

を修めたドールンは､フリードリヒ･ナウマンに師事して政治家になることを考えていた

が､ナウマンの紹介でシュミットのもとに赴き､彼の事業の事務的な側面を支えていた｡

シュミット､7)-マ-シュミット､ドールンの三者はそれぞれへレラウの建設においてち

ょうど出資者､主任デザイナー､オーガナイザーの役割を果たしていたが､中でも田園都

市構想の社会改革的側面､特に土地改革思想に最も強く魅せられ､新たな共同体創造に向

かってユートビスト的楽観主義で通進していったのが理想主義者のドールンであった｡彼

は田園都市準備委員会を指揮して資金提供者を集めるなど､田園都市の運営面において重

要な牽引的役割を果たす一万､へレラウ建設計画をまとめてその名も『田園都市へレラウ』

という著書を残す｡ 171 そして 1908年､140haの土地購入手続きが完了し､土地の法的なI

所有者としてシュミット､リーマーシュミット､ ドールンの三名によって ｢田園都市へレ

ラウ株式会社(GartenstadtHellerauGmbH)｣が設立され､同時にシュミットとザクセン州と

の交渉によって路面電車の路線をドレスデンからへレラウまで延長するための計画が州議

会で可決される｡そして翌年の4月1日にドイツ最初の田園都市建設が始まることになる｡

へレラウの土地は工場地域､小住宅地域､邸宅地域､公共用地､保留地の5つのゾーンに

分けられ､｢ドイツ･クラフト工芸工房｣が所有する工場地域以外はすべてが共同体の所有

とされた｡さらに低所得者のための小住宅を建設 ･運営する団体として ｢へレラウ建設組

合 PaugenossenschaRHellerauGmbH)｣が組織され､｢ドイツ･クラフト工芸工房｣､｢田園

都市へレラウ株式会社｣､｢へレラウ建設組合｣の3つの組織が共同でへレラウの土地を所

有 ･管理することになる｡さらにこれらの組織の上にシュミット､ドールン､リーマーシ

ュミットにムテ-ズイウス､テオドール ･フィッシャー等の建築家を加えた9名からなろ

｢建築 ･芸術鑑査委員会Pau-undKtmstkommission)｣が置かれ､個々の建物が全体の審美

杓基準と目的に合致しているかを鑑査する役割を果たしたO

へレラウの建設における最も困難かつ重要な課題は低所得者用の住宅群だった｡リーマ

ーシュミットは､クラフト工芸工房の従業員に対するアンケート調査や労働者コロニーの

視察を行いながら､2-6人の子供があり年収 1000-2000マルクの家族用に､建築面帝250

平米以下で年間家賃が300マルク以下の小規模住宅を建てることになる｡しかも住環境改

善策として各戸は最低でも共用の浴室 ･洗濯室と3部屋以上を備え､独立した玄関と 100

110Fasshauer,ibid.,p.65.

171Dohm,Wolf,GartenstadtHellerau,Leip2;ig,1907.
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～200平米の庭があること等々の条件があった｡結果として51平米の最小のものを初め34

種の小住宅200戸が誕生し､それらは ｢ドイツで最も建設費の安い住宅｣と言われた｡ 172

へレラウの全体図

3つの組織による土地の分割

A-｢田園都市へレラウ株式会社｣

B-｢へレラウ建設組合｣

C-｢ドイツ･クラフト工芸工房｣
小住宅群のデザイン,白い区
画が庭

それに対し､｢田園都市へレラウ株式会社｣に属する "邸宅地区"に関しては､居住希

望者がへレラウの提示する土地と住宅タイプの中から気に入ったものを選び､借地権と建

設費の一部をローンで支払いながら住むという方法が採られた｡邸宅と言っても一戸建て

という意味で､その規模はむしろ質素なものであったが､住宅部分は敷地全体の 1ノ5であ

ることという条件を守れば基本的には個人の注文住宅であるという美点があった｡ 173

小住宅地区
邸宅の-例

へレラウへの勧誘広告

へレラウは 1920年代半ばまでに全体を完成させる予定で建設が開始され､1910年にま

ず60家族によって共同体経営が始まる｡そして 1913年には407世帯分383戸の住宅が完

成し､400家族 1900人が住む規模に成長している｡174内外からのヘレラウ批判として､ま

ず ｢ヘレラウ建設組合｣に参加するための組合費も加算すると小住宅の家賃は安いとは言

えないこと､小住宅地区と邸宅地区の分離が階級差の温存につながること等の指摘があっ

172Fasshauer,ibid･,p･82･

173 地価の上昇に鑑みて田園都市の住民全体の福利にかなう場合､個々の住宅購入が許可きれた｡

174 sarfert,ibid･,p･25･
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た｡また､｢ドイツ ･クラフト工芸工房｣の社屋は､｢労働､住居､芸術､自然｣の調和と

いう理念のもとにリーマーシュミットによって大農場風の南 ドイツ様式で建設され､1912

年にへレラウを訪れた E.ハワー ドに ｢へレラウ工場ほど美しい工場を我々は持たない｣

と賞賛されたが､グローピウス等のバウハウス派には ｢即物性に欠けた農場ロマン主義｣

と抑施された｡175 しかし "へレラウ共同体の理念は ｢外的刺激によって無防備に突き動

かされつつ生活するような寄る辺なき状態と無政府的精神状態を､新種の生活理想像に駆

られることなく存在の事実と成長によって克服すること｣ 176である"というドールンの言

葉からは､ロマン主義というより質実な生活の充実感への願望が感じられる｡そして `̀存

在の事実と成長"を共同体の中で育む活力として､芸術教育が必要とされていた｡

｢ドイツ ･クラフ ト工芸工房｣ へレラウ,1933.

5_4.ダルクローズ学校とへレラウの芸術教育

住宅改革と土地改革が芸術教育運動と結びついている点は､ ドイツ的田園都市思想の特

徴である｡労働と生酒と芸術の融合は `̀人間存在の高次元への発展刀 177を可能にするとい

う考えは､産業化によってもたらされた文化ペシミズムを芸術教育によって乗 り越え､人

間性を産業革命以前の健全な状態に "再生"しようとする感情生活の刷新欲求に基づいて

いた｡前述の "新しい人間"創造への欲求である｡同時に芸術は素人の参加によって様式

の硬直から免れるという考えがあった｡へレラウではどのような芸術を中心に据えるべき

かについて､音楽教育の重要性を説いたのはシュミットの仲間の一人でチェコ̀の音楽家､

リヒヤルト バトカ伸 ChardBatka)である｡バ トカは造形芸術が基本的に個人の創造である

のに対し､音楽教育は個人的感性の癒着であると同時に合唱や合奏､ダンス等を通じて社

会性を養い協調的な活動を可能にする点を指摘した｡そして彼が推薦したのがジュネ-ヴ

のコンセルヴァトワールで実践されていた ｢リトミック教育｣である｡｢リトミック教育｣

はリズムの体得と表現を中心した音楽教育で､ウィーン生まれのスイス人､エミール ･ジ

ャックーダルクローズ@mileJaque-Dalcroze,1865-1950)によって提唱された.またそれは新

しい身体性を希求していた当時の時代精神に合致したものだった｡

19世紀未のドイツでは､物質主義や都市における人間性の硬直をもたらした文明編重主

175ibid･,p･74･

u6ibid･,p･106･

177schollmeier,ibid･,p167･
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義への反発から自然への回帰､特に身体の再発見が求められていた｡ワンダーフォーゲル､

裸体運動､菜食主義運動､イサドラ ･ダンカン等に触発されたモダン･ダンス ･ムーヴメ

ンなど､様々な運動が自然と融合する身体を志向していた｡身体に内在するリズムが人間

生活の要素として "再発見"され､人々はそれが生を規定する原理と深く関連しているこ

とに気づく｡経済学者のカール･ビューヒヤーOCarlB也cher)が 『労働とリズム』178を著し､

文学や美学の分野でも聴覚刺激や身体感覚が関心の対象となる｡179そしてリズム教育を芸

術教育の方法として組み入れた最初の一人がダルクローズだったOダルクローズはウィー

ンに生まれ､ウィーンとパリで音楽を学んだ後 1892からジュネ-ヴのコンセルヴァトワー

ルで音楽史とハーモニー理論を教えていたが､椅子に座って楽譜を読むことから始まる音

楽教育に疑問を持つようになる｡パ1)でのアマチュア演劇体験や民族音楽 ･舞踊を知った

1年間のチュニジア滞在経験がある彼は､身体中の根源吋な律動を生かして様々な感覚細

胞を活性化させるという発想を得る｡そして全人格的な音楽性の滴蓑を目指して､リズム

や音程やメロディーを身体で再現して連動した運動として表現するための一連のエクササ

イズを考案する｡ダルクローズのリトミック教育はドイツでも注目されるようになり､1906

年には講演に招かれてドレスデンを訪れ､そこでドールンと出会うことになる.

自らジーヴェルスやリップス180のもとで文学 ･美学を学んできたドールンは､ダルクロ

ーズ ･メソヅドに触れてそれが芸術教育の未来を方向付けるものだと確信し､ダルクローI
ズをへレラウに招碑して校舎の建設に着手する｡ダルクローズにとっても自分の学校の設

立はリトミック体操を学科の-つから総合的芸術として発展させる可能性を意味しており､

また自分の教育メソッドを社会福祉的教育の課題と結合させることは魅力的な課題でもあ

った｡彼は次のように書いている｡｢ヘレラウでは､土地とその住民を特別に育てることに

よって有機的な生と調和を創造することが重要なのだO彼らの家屋とまったく同じように､

モラルと美の建築をリズムによって創造することが重要なのだ｡私はリズムをひとつの社

会制度の地位にまで高め､自然に広まってあらゆる住民の心の真の証明となるような新し

いスタイルを広めていきたい｡(…)新しい社会の基礎となるべきは､肉体と精神の健康なの

であるO｣ 181

1912年には祝祭劇場を兼ねたダルクローズ学校の教育施設が完成する｡自らへレラウに

移住して邸宅のデザインを手がけていたハインリヒ･テツセノウの設計によるもので､と

りわけシンクレアが "明るい牧場の上に建つ高くて白い" "ミューズの神殿"と表現した

シンメトリックな新擬古典主義様式の祝祭劇場は､へレラウの理想を象徴する記念碑的建

178Bticher,Karl,ArbeitundRhythmus,Leipzig,1899･

179Lorenz,Karl,DerTIal皿 VOm"Laboratoired'unehumadtinouvelle,in:Rhg,Reinhard田rsg.),

HellerauSymposion,Remscheid,1993.(詩のリズムとメロディーを研究したライブツイヒ大学

のエ ドゥアルト.ズイーヴェルスや生理学 [心理学的観点で美学を講じたミュンヒェン大学

のテオドール･リップスなど｡)

180注 180参照o

lgl松沢慶信編､『ドイツダンスの百年』､東京 ドイツ文化センター､1996.p.25.
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薬物となる.ジュネ-ヴからの転校生 45名も含めて最初 103名だったダルクローズ学校の

生徒数はすやに500名を越すようになり､年に一度開催される祝祭週間は国際的な注目を

浴びてバーナード･ショーやマックス ･ラインハルト､デイアギレフやニジンスキーとい

った著名な舞台芸術関係者たちがへレラウを訪れるようになる｡そしてへレラウの子供た

ちは､ダルクローズ学校でリトミック体操を学び､放課後はドイツ･クラフト工芸工房や

芸術家コロニーのアトリエに通って工芸を学ぶという､恵まれた芸術教育を享受するので

ある｡ 182

祝祭劇場,正面と寄宿舎を含

めた全体像

リトミック体操による5拍子の

表現
1912年の祝祭週間における

リトミックのパフォーマンス

5-5.芸術家コロニー

ドイツ･クラフト工房の工芸家たちがへレラウに移住し､彼らの周囲に仲間たちが集い

住んで芸術家コロニーが出来るのは言わば自然の成 り行きであった｡ミュンヒェン家具工

房の彫金師ゲオルク･フォン･メンデルスゾーン(GeorgvonMendelssolm)､彫刻家のバウル･

ベータリヅヒ伊aulPeterich)を初め､陶芸家やピアニストたちがへレラウの住環境に惹かれ

て移り住み､アトリエを建てて芸術活動を始める｡さらに文筆家や作家たちがそれに続い

た｡コロニーの発展においてとりわけ重要な役割を果たしたのは出版業者のヤーコプ ･へ

-グナ-(JakobHegner)であろう｡ウィーン生まれの文学青年であったへ-グナ-はまずラ

イブヅイヒとベルリンで文筆及び出版活動の修行時代を過ごすが､ベルリンで出版業者と

しての独立に失敗し､友人のメンデルスゾーンを通じてへレラウに居を移す｡すると修行

時代に知り合った作家たちが彼の周囲に集まるようになり､志と向上心を同じくする 2,0

代の青年たちはすやにへ-グナ-が興した ｢ヘレラウ出版mellerauVedag)｣を拠点として

活発な執筆 ･出版活動を始めるようになる.へ-グナ-は特にフランシス ･ジャム､ポー

ル ･クロデール､ジョルジュ ･ベルナノス等によるフランス文学を自ら翻訳出版し､また

ゲオルク ･ビューヒナ-やホ-フマンスタール､マルテイン･ブ-バー等の著書や､へレ

ラウ在住の作家たちによる作品の出版も手がけた｡へレラウ在住の作家たちはアルフオン

ス ･パケ(AlfonsPaquct)､エミール ･シュトラウス(EmilStrad)､テオドール ･ドイブラ-

(TheodorD畠ubler)､カミル ･ホフマン(Cami11Ho血 ann)等であったが､その中心的存在はプ

182 1913年には国民学校ができて普通教育も行われるようになるが､ここでもリトミック体操

や工芸が教えられていた｡
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ラハ出身のバウル ･アードラ-(paulAdler,1878-1946)であった｡ア-ドラーは ｢ヘレラウ

出版｣から詩集や小説を出し､ドイブラーと共に文芸雑誌 『総数 Sun ma』を発刊する｡寄

稿者の中にはE･プロツホやH･プロツホ､R･ムジール等がいた｡ 183また14カ国語を解

したという語学力を生かしてフランス語による原著から2冊の日本文学研究書184を翻訳

出版するなど､ア-ドラーの活動は極めて多面的であった｡ア-ドラーを核としたへレラ

ウの同業者を訪問する作家たちも多く､へ-グナ-のウィーン時代の友人S･ツヴァイク

やG･ハウプトマン､リルケ､後年にはカフカもプラハから訪れており､ 185 またH･ヘ

ッセはインドから帰国した後､落ち着き先としてへレラウも考慮に入れていたと言われて

いる. 186恐らく当時ドイツ語圏では､ルガ-ノ湖畔のモンテ ･ヴェリタと並んでヘレラウ

も芸術家コロニーとして知られていたであろう｡後年作家兼言語学者となるハンス ･ユル

ゲン･フォン･デア･ヴェンゼ田ansJth･genvonderWense)がまだ学生だった1919年に､や

はり後年画家として名を成す友人のヴァルター ･シュピース(Ⅵ切terSpies)をヘレラウに訪

れた時の様子を､次のように日記に記している｡｢そこには祝祭劇場がある｡周りには邸宅

が建ち､そこに住むのは芸術家ばかりだ｡群れを成して住んでいる｡(…)始終誰かが誰かを

指さして言う｡〃あそこに行くのは某氏だ､彼は新しい小説を書いている｡あの女性は某嬢

だ｡君､知らないの? 誰それの娘さんだ､ほらあの記念碑の… ｡"さながら動物園である｡｣

187 ォ-ルタナテイヴ派のモンテ ･ヴェリタに比べてヘレラウの芸術家コロニーは多少市

民的であったと想像されるが､宗教的寛容さには重きが置かれ､へレラウには教会が建設

されることがなかったと言われている｡

5-6.へレラウの試練

･へレラウの試練は第一次世界大戦と共に訪れる｡1914年､共同体の牽引役だったヴオル

フ･フォールンがスキー事故によって他界してしまう.彼の役割は弟のハインリヒ･ドー

ルンに引き継がれるが､次いでスイスに一時帰国していたダルクローズがドイツ軍による

ストラスブール聖堂への空爆を批判したことからドイツにドイツに再入国できなくなり､

ダルクローズ学校も閉鎖され赤十字の検疫所として接収されてしまう｡へレラウ建設の続

行は経済的に困難になり､当然計画の縮小を余儀なくされる｡例えば小住宅の住人が経済

力の向上に従って転居できるように計画されていた中規模住宅の建設が断念され､共同体

内での住民の成長という構想が実現不可能になってします｡また､ナチズムの台頭につれ

lB3sarfert,ibid･,p･52.

184Adler,Paul,JapallischeLiteratur:GeschichteundAuswahlYondenA血 genbigzurnetlStenZeit,

Frankhdam Ma吐 1926.Perhhaltistzumgr68tenTeileinet沌ers.von:Anthologiedela

LittgraturejaponaisedesoriginesauXXesieclevonMichelRevon,Paris,1910.]

Adler,Paul,Sachw6rterbuchztlrJaPamischenLiteratur,Frankfurtam Main,1926.

1!5sarfert,ibid･,p･114f.

186ibid.,plO3･

1g7HangRbodius (Hrsg.)Sch6nheitundReichtumdesLebensWdterSpies,DenHaag,1964.p.87.
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て人種間の乳蝶が顕在化し､結果としてメンデルスゾーン､ヘ-グナ一､ア- ドラー等活

動の中心にあったユダヤ系住民がへレラウを去ったことは芸術家コロニーにとって大きな

損失であった｡ダルクローズ学校の祝祭劇場は､第三帝国時代はナチ党の､大戦後はソビ

エト軍の施設となるが､第一次大戦以降のへレラウの歴史については今後の研究発表にお

いて報告を行うつもりである｡

6.今後の研究計画

ドイヅ世紀転換期の生活改革運動がドイツ文化にもたらした影響を検証するためにはさ

らなる研究を必要とする｡今後はヘレラウの戦後史を含め､ドイツ語圏に存在するその他

の田園都市や芸術家コロニーに関して研究を行い､特にそれぞれにおける生活改革理念の

特徴と実現に関して研究成果の発表を行っていくつもりである｡同時に､生活改革運動の

思想的源流とも言えるドイツのユー トピア思想の系譜についてもさらに研究 ･考察してい

く必要がある｡また､へレラウに滞在した芸術家として､最近日本でもようやく著書が出

始めたドイツ人画家ヴァルター ･シュミットの伝記に関する研究も､そのうち共著として

まとめる計画である｡
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